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○審査事件等 

審  査  事  件  等 所 管 課 

議案第３７号 薩摩川内市が設置する一般廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格を定

める条例の制定について 

環 境 課

川内クリーンセンター

議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算 市 民 課

（所管事務調査） 

議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算 市 民 健 康 課

議案第７１号 平成２５年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算 

（所管事務調査） 

議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算 保 険 年 金 課

議案第７０号 平成２５年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計予算 （ 市 民 健 康 課 ）

議案第７３号 平成２５年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計予算 （ 税 務 課 ）

（所管事務調査） （ 収 納 課 ）

議案第３８号 薩摩川内市重度心身障害者医療費の助成に関する条例及び薩摩川内市障

害認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

障 害 ・ 社 会 福 祉 課

 

議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（江口是彦）では、ただいまから市民

福祉委員会を開会します。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により審査を進めたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）御異議ございませんので、

お手元に配付してあります審査日程により、審査

を進めます。 

 なお、委員会は、あすまでの２日間にわたる審

査となります。本日は、障害・社会福祉課まで審

査を終える予定でありますので、議事運営に御協

力をお願いいたします。 

 ここで傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可いたします。 

────────────── 

   △市民福祉部長の概要説明 

○委員長（江口是彦）では、各課の審査に先立

ち、まず初めに、市民福祉部長に概要説明をお願

いいたします。 

○市民福祉部長（中川 清）おはようございま

す。 

 まず、提出させていただきました市民福祉委員

会資料の種類について説明をいたします。議会資

料とは別に、市民福祉委員会資料としまして、資

料目次を入れまして、ページの１番から、一番下

に別冊３という表示をしてある委員会の、これ本

資料という便宜、読ませていただきますが、この

資料が１冊、それから、別冊１、２、３という、

それぞれ右肩のほうに別冊表示をした資料が３種

類、あわせて四つの資料を提出いたします。 

 この別冊の１は保険年金課の、それから別冊

２は高齢・介護福祉課のそれぞれ所管する特別会

計等の予算概要の説明を記載をしております。別

冊３は四つの特別会計の予算費目解説として、資

料を作成・提出しております。なかなかうちの部

の部分については予算の科目が多いもんですから、

概要について、できるだけわかりやすくというこ

とでつくったつもりでございます。 

 具体的に、少し使い方を説明させていただきま

すと、別冊３の１ページをお開きください。 

 これは国保特会の解説になりますが、一番下の

ほうに前期高齢者の交付金というのがあります。

これは前期高齢者の加入率、医療費の高い保険者

に交付される、いわゆる構成割合が高いところに

は、他の保険者のほうからこういう交付金があり

ます。 

 あけてもらいまして、今度は４ページには、前

期高齢者の納付金というのがありまして、これは

出す部分ともらう部分と二つあるんですが、それ

をそれぞれ振り分けをしながら、ここに歳出のほ

うも出てきますよということになります。 

 それから、前期高齢者納付金のその二つ上です

ね、後期高齢者支援金というのがありますが、こ

れはそれぞれ７５歳以上の後期高齢者の保険は、

別の広域連合の保険になりますので、それぞれの

保険者のほうから、こういった支援金のほうを払

ってますよと。どういうことかといいますと、こ

この負担が非常に大きくなってきますので、それ

ぞれ社会保険のほうの、民間のいわゆる中小企業

の加入する協会健保なんかについては、ここの負

担が非常に大きいというような御意見等も出され

ているということになります。 

 別冊１の、今ほど申し上げました保険年金課の

資料になりますが、別冊１のここについては、国

民健康保険事業特別会計の別冊１の３ページの歳

入の科目で、第５款に前期高齢者交付金というの

がありますが、ここに３１億円のお金が入ってき

ます。これは先ほど言いましたように、ほかの保

険のほうから、いわゆる社会保険の基金を通じて

調整をしてここにお金が入ってきますということ

です。ですから、この金額が大きいというのは、

その上の、一番上の国民健康保険税等が１６億

６，０００万円、退職被保険者を入れしまして約

１８億円というような数字になってきます。この

辺のお金の流れというものも、ぜひこの科目解説

を見ながら確認をしていただければというような

イメージでつくっております。 

 ちょっと長くなりましたが、まず私のほうから、

きょうとあす審議します部の当初予算の概要もあ

わせて説明したいと思いますが、先ほどの本委員

会資料の１ページをお開きください。 

 ここには市民福祉部の所管をします予算の一覧

表を掲載してございます。 

 １ページの一番下のほうになりますが、一般会

計におけます市民福祉部の総額は、平成２５年度

の欄になりますが、１９３億６，０１０万

－3－ 



２，０００円、これは一般会計総額に占めます割

合は３９％が市民福祉部が占めます。平成２４年

度予算に比較しますと、その下のほうにあります

が、約８，０００万円の０．４％の増となってお

ります。 

 それから、これのまた右のほうに特別会計の一

覧も書いてございますが、国民健康保険事業特別

会 計 ほ か 、 ４ 特 別 会 計 の 合 計 は ２ ４ ８ 億

３，７２７万円で、前年度比約４億８，０００万

円、２．８％の増となっております。 

 一般会計の前年度比約８，０００万円ふえてい

るんですが、扶助費の社会保障関係費は、総じて

増となっておりますが、特に障害者自立支援給付

については約４億６，０００万円増額となってお

ります。これは、実は平成２４年度当初予算のと

きに比べて４億６，０００万円ふえているんです

が、１２月に補正をいれました。これを比較した

段階では１億６，０００万円ぐらいの増になって

いると。今年度、平成２４年度、私どもが見込ん

だものよりか、かなり障害関係の扶助費の伸びが

大きかったというものでございます。 

 それから、増額の大きいものにつきましては、

新規事業になりますが、後ほど説明をいたします

けれども、認定こども園の整備事業が約１億

９，０００万円、それから、同じく子育て支援課

になりますが、保健師の処遇改善臨時特例事業が

約５，０００万円、それから、介護特会への繰出

金が約５，０００万円というふうに増になってお

ります。 

 それから、これも資料のほうでは説明いたしま

すが、予算額はそう大きくはございませんが、県

からの権限移譲が３件になっております。未熟児

の訪問指導とそれに係ります養育医療費の助成が

約１，９００万円、これは市民健康課が所管をし

ます。 

 それと、障害児の生活能力を確保するための育

成医療助成が約６００万円、それから社会福祉法

人の設立定款変更等の許認可、指導監査業務も移

譲され、これは障害・社会福祉課が担任しており

ますが、金額的にはそう大きくないんですけれど

も、事務的には結構なボリュームになってござい

ます。 

 それから、前年度比で大きく減ったものを説明

いたしますと、平成２４年３月に稼働を終了しま

した川内環境センターの解体工事費（５ページの

発言により訂正済み）、これを２４年度当初予算

に計上しておりましたが、そのまま減額、２億

８，０００万円の減、それから本年７月から甑島

の可燃ごみを川内クリーンセンターで処理する予

定としておりますが、ごみ運搬の船賃等を引いて

も、これまで甑島の二つのクリーンセンターで処

理しておりました。平成２４年度予算よりかは約

６，０００万円の減額となっております。 

 それと、制度改正としまして、児童手当が約

７，０００万円を減じて計上しております。これ

は子ども手当との比較になりますが。 

 それから、この資料の２ページから４ページは、

新規事業や拡充した事業を抜き出した一覧ですが、

課ごとの特徴については、それぞれの担当課の審

査の冒頭に、私のほうで新規・拡充を中心に説明

をさせていただきます。 

 それから、先日の本会議の一般質問で、財政運

営プログラムの社会保障と税と一体改革の動向に

ついての御質問があったんですが、ちょっと私も

回答するのを想定してなかったもんですから、少

し回答不足になりましたので、ここをちょっと補

足をさせていただきます。 

 財政運営プログラムの２８ページに記載がござ

います。どういう記載になっているかといいます

と、社会保障と税の一体改革の動向について注視

をし、それぞれ具体的な方向性が定まった際は、

柔軟な対応を図っていくものとするというふうに

記載があるんですが、これは、この策定のときに、

私のほうで財政課のほうにお願いをして、追記を

してもらったものです。 

 どういうことかといいますと、消費税が５％か

ら８％、１０％に上がる場合に、地方消費税ある

いは地方交付税の地方配分がふえます。というの

は歳入がふえるということです。歳入がふえると

いうことは、そのふえたものは、地方分の社会保

障費に充てるのが筋ですので、これはほかのとこ

ろに使われては困りますから、それはちゃんと私

どもに相談をしてねというようなことでございま

す。 

 ただ、一つは、幾らふえるかというのはわかり

ませんけども、考え方の中心としては、今、単独

事業で、例えば、子どもの医療費の無料化、中学

校までやってますけど、既存の守るべき事業のほ

うをまず充当して、それから余裕があれば、その

ほかにも回していきたいと思いますが、基本的に
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は今回も提案をしているようなものについては、

少しずつ見直しをしていかざるを得ないと。 

 ３、技術管理者の資格。省令で定める基準のと

おり規定するということで、省令で定める基準が

下の表の中という形になっております。一番下の

ほうに米印で書いてあるんですけれども、この表

の一番下の１１項、また他の市町村では一般財団

法人日本環境衛生センターが実施する廃棄物処理

施設技術管理者講習、これを終了した者という形

で、この規定に該当するものとしておりますので、

本市においても同様に定めようというものでござ

います。 

 ですから、地方分が、消費税が仮に上がった後、

ふえたにしても、そこは今やってます単独事業の、

特に子育て支援のそこを重点的に充当した後、そ

こにまだ少し余裕があるようであれば、それはま

た違うようなところで使っていきたいというふう

には考えております。ここはふえた部分は、ちゃ

んとうちのほうのお金ですよということで入れさ

せていただいたところです。 

 少し長くなりましたが、冒頭の説明とさせてい

ただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 ────────────── 

 御質疑願います。御質疑ございませんか。    △環境課・川内クリーンセンターの審査 

○委員長（江口是彦）それでは、環境課及び川

内クリーンセンターの審査を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑はないものと認めま

す。 ────────────── 

 これより討論・採決を行います。    △議案第３７号 薩摩川内市が設置する一

般廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格

を定める条例の制定について 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）議案第３７号薩摩川内市

が設置する一般廃棄物処理施設に置く技術管理者

の資格を定める条例の制定についてを議題としま

す。 

○委員長（江口是彦）討論はないものと認めま

す。 

 採決します。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。  当局の補足説明をお願いいたします。 

○環境課長（寺園良介）おはようございます。 ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）御異議なしと認めます。  議案第３７号につきましては、議会資料でもっ

て説明をさせていただきたいと思いますので、議

会資料をごらんいただきたいと思います。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 

──────────────  議会資料の１ページでございます。 

   △議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計予算 

 議案第３７号薩摩川内市が設置する一般廃棄物

処理施設に置く技術管理者の資格を定める条例の

制定についてでございます。 ○委員長（江口是彦）次に、議案第５９号平成

２５年度薩摩川内市一般会計予算を議題とします。  １、条例制定の理由でございます。一般廃棄物

処理施設に置く技術管理者の資格については、全

て法律及び環境省令にその基準が規定されており

ましたが、地域主権一括法の成立により、市町村

が設置する施設に置く技術管理者の資格について

は、市町村の条例で定める必要が生じたというこ

とでございます。 

 まず、市民福祉部長に概要説明を求めます。 

○市民福祉部長（中川 清）まず、最初に全体

説明の際に、私のほうが間違った説明したようで

すので、これをまず訂正をさせていただきます。 

 平成２４年度予算との対比で、予算現額が大き

く減額になったというもので、川内環境センター

の解体工事等を平成２４年度の当初予算に計上し

たものを平成２５年度がなくなったので、約２億

８，０００万円減となっているというものを、こ

れを川内クリーンセンターの解体と言ったようで

すので、川内環境センターの間違いでございます

 ２、技術管理者を置かなければならない施設、

一般廃棄物処理施設、ごみ焼却施設、し尿処理施

設及び最終処分場には、当該施設の維持管理の技

術上の業務を担当させるため、技術管理者を置か

なければならない。 
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ので、訂正をさせていただきます。（４ページで

訂正済み） 

 それでは、環境課の平成２５年度の当初予算の

概要について説明をいたします。 

 本委員会資料の２ページをお開きください。 

 ２ページの４番以降になります。ほかの課も同

じように、２ページからの資料で新規・拡充につ

いて中心に説明をさせていただきます。 

 まず、資源ごみ回収において、リサイクルス

テーションを設置していない自治会について、リ

サイクルステーションの設置を推進するため、同

設置補助金を前年度比４５５万１，０００円増額

しております。 

 それから、長期稼働により老朽化が激しいごみ

処理施設、し尿処理施設及び葬斎場の延命化を図

る長寿命化計画策定のため２，１５０万円を計上

しております。 

 それから、平成２７年度から平成３６年度まで

の１０カ年に及ぶ第２次の市環境基本計画を平成

２５年度、平成２６年度の２カ年で策定する予定

であり、平成２５年度については３５０万円を、

それから平成２６年度分については債務負担行為

を設定しております。 

 次に、「薩摩川内市を花いっぱいに」を合い言

葉に、市民の心を一つにし、市民、地域、各種団

体、学校等が一体となって薩摩川内市に元気と活

力を取り戻すとともに、「花いっぱい」によるお

もてなしの創出を図るために、「花いっぱいまち

づくり推進事業」としまして６９０万円を計上い

たしております。 

 本年７月から甑島地域のクリーンセンターを休

止し、甑島地域の可燃ごみを川内クリーンセン

ターに搬入するための経費として１，６６２万

７，０００円を計上いたしております。 

 続きまして、川内クリーンセンターの当初予算

の概要について説明します。 

 本委員会資料の１ページをお開きください。 

 １ページのほうに、市民課、環境課、３番目に

川内クリーンセンターがございます。川内クリー

ンセンターにつきましては新規・拡充はございま

せんが、そこの１ページの資料にございますとお

り、平成２４年度予算比１，５５０万円の増額と

なっております。これは川内クリーンセンターか

ら排出される焼却灰等を外部処理する経費、

１２カ月分、８，０４３万円を計上したことが主

になっております。昨年、平成２４年度までは

７月からの９カ月分を計上したものが１２カ月に

ふえたことの増でございます。平成２５年度も引

き続き宮崎への搬入を予定をしてございます。 

 それから、川内クリーンセンターから排出され

る焼却灰等は、失礼しました。 

 それから、入来・祁答院地域のごみ処理につい

ては、平成２５年４月から当クリーンセンターで

処理する予定でありますが、甑島のごみについて

も、平成２５年７月から川内クリーンセンターで

焼却処理を実施できるよう準備しているところで

ございます。 

 以上で、環境課及び川内クリーンセンターの概

要の説明を終わります。 

○委員長（江口是彦）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○環境課長（寺園良介）それでは、平成２５年

度の当初予算、予算調書に基づいて説明をさせて

いただきたいと思いますので、予算調書をごらん

ください。 

 まず、歳出のほうから、予算調書の１０９ペー

ジをお開きください。 

 ３款５項１目災害救助費１１３万１，０００円

は、水害時のし尿くみ取りに係る市外からの応援

への謝金、市内業者からのバキューム車借り上げ、

浸水家屋のし尿くみ取り助成に要する経費でござ

います。 

 １０９ページの下の段でございます。 

 ４款１項４目予防費、事項、狂犬病予防事務費

１０８万６，０００円は、狂犬病予防に係る経費

で、注射済み票、犬シール、予防注射通知郵送料、

畜犬管理システム保守点検委託料が主なものでご

ざいます。 

 １１０ページをお開きください。 

 ４款１項８目環境総務費、事項、環境総務一般

管理費２億２，４６４万１，０００円は、環境行

政に係る一般管理経費及び環境基本計画策定に係

る経費で、環境審議会委員１９人の報酬、環境保

全嘱託員及び清掃業務嘱託員４人分の報酬、一般

職２４人の人件費、環境基本計画策定支援業務委

託等、九州都市環境行政連絡会議負担金、衛生自

治団体連合会運営費補助金が主なものでございま

す。 

 １１０ページ下の段でございます。 

 事項、環境保全対策費９６７万２，０００円は、
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自然保護、藺牟田池環境保全対策、ウミガメ保護

等でございます。環境衛生、快適環境づくり等に

係る経費で、ウミガメ保護監視員１０人分の賃金、

藺牟田池環境調査業務委託等、ラムサール条約登

録湿地関係市町村会議負担金、快適環境づくり補

助金が主なものでございます。 

 事 項 、 一 般 廃 棄 物 処 理 費 ３ 億 ５ ４ ８ 万

８，０００円は一般廃棄物の収集業務に係る経費

で、甑島地域可燃ごみ島外搬出フェリー運搬費等、

ごみ収集業務委託等が主なものでございます。 

 １１５ページ、下の段でございます。 

 事項、資源ごみ分別推進事業費３，８２６万

４，０００円は資源ごみ分別推進事業に係る経費

で、地区コミ分別収集報奨金等、リサイクル推進

員補助金、廃棄物収集施設整備補助金等が主なも

のでございます。 

 １１１ページでございます。 

 事項、地球温暖化対策費９７万１，０００円は、

地球温暖化対策に係る経費でエネルギー管理シス

テム使用料が主なものでございます。 

 １１１ページの下の段、事項、花いっぱいまち

づくり推進事業費６９０万円は、花いっぱいまち

づくりの推進に係る経費で、推進協議会委員謝金、

推進協議会委員旅費のほか、快適環境づくり補助

金３７５万円が主なものでございます。 

 １１６ページに参ります。 

 事 項 、 甑 島 ク リ ー ン セ ン タ ー 管 理 費

１，７６５万７，０００円は甑島地域クリーンセ

ンターの維持管理に係る経費で、管理用薬品等、

燃料費、光熱水費、車両等修繕のほか、ダイオキ

シン類・騒音・振動測定業務委託、施設修繕工事

などが主なものでございます。 

 １１２ページをお開きください。 

 ４款１項９目公害対策費、事項、公害対策費

１，０５７万９，０００円は公害対策に係る経費

で、臨時環境測定調査手数料、環境測定業務委託

が主なものでございます。 

 １１６ページ、下の段、事項、最終処分場管理

費２，０２１万４，０００円は最終処分場の維持

管理の係る経費で、管理用薬品等、光熱水費、水

処理施設修繕等のほか、汚水処理施設維持管理業

務委託等、最終処分場監視調査業務委託等が主な

ものでございます。 

 １１２ページの下の段、４款１項１０目葬斎費、

事項、市営墓地管理費１，６７５万４，０００円

は市営墓地の維持管理に係る経費で、川内・入来

市営墓地管理代行委託等、川内芸ノ尾第１墓地の

り面補強工事が主なものでございます。 

 １１７ページに参ります。 

 ４款２項６目し尿処理費、事項、上甑投入施設

管理費６９６万５，０００円は上甑し尿投入施設

の維持管理に係る経費で、施設維持管理業務委託

等、及び下水道使用料が主なものでございます。 

 １１３ページでございます。 

 事項、葬斎場管理費４，９６３万７，０００円

は葬斎場の維持管理に係る経費で、川内葬斎場や

すらぎ苑等管理代行委託、さつま町火葬料負担金、

火葬料差額助成金が主なものでございます。 

 １１７ページの下の段、事項、下甑環境セン

ター管理費４，１９８万５，０００円は下甑環境

センターの維持管理に係る経費で、管理用薬品等、

光熱水費のほか、運転管理業務委託等が主なもの

でございます。 

 １１３ページ下の段、４款２項１目清掃総務費、

事項、清掃総務一般管理費３８２万３，０００円

は廃棄物対策事業に係る経費で、し尿処理助成事

業補助金、川内汚泥再生処理センター対策委員会

運営費補助金が主なものでございます。 

 １１８ページに参ります。 

 事項、汚泥再生処理センター施設管理費２億

４，４９９万２，０００円は川内汚泥再生処理セ

ンターの維持管理に係る経費で、管理運営委託等

であります。 

 １１４ページに参ります。 

 ４款２項５目ごみ処理費、事項、不法投棄対策

費４７万１，０００円は不法投棄対策に係る経費

で、不法投棄物処理手数料、不法投棄回収業務委

託料が主なものでございます。 

 １１８ページの下の段、汚泥再生処理センター

施設整備費１億３，２０９万６，０００円は川内

汚泥再生処理センター施設整備に係る経費で、進

入路等整備工事が主なものでございます。 

 １１４ページ、下の段、事項、環境美化推進事

業費５０７万４，０００円は環境美化推進に係る

経費で、環境美化推進員１２０人の謝金が主なも

のでございます。 

 １１９ページ、９款１項６目災害対策費、事項、

災害予防応急対策費３００万円は共同墓地の特別

災害復旧補助に係る経費で、補助金でございます。  １１５ページに参ります。 
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 １１９ページの下の段、１１款４項１目現年公

用・公共施設災害復旧事業費２００万円は、ク

リーンセンターや最終処分場等が災害を受けた場

合の災害復旧に係る修繕や工事費でございます。 

 続きまして、歳入のほうに参りますので、ちょ

っと前のほうに返ります。 

 予算調書の２１ページをお開きください。 

 １ ４ 款 １ 項 ３ 目 衛 生 使 用 料 ６ ６ １ 万

３ ， ０ ０ ０ 円 は 、 行 政 財 産 使 用 料 ４ 万

８ ， ０ ０ ０ 円 、 葬 斎 場 使 用 料 ４ ９ ６ 万

４，０００円、葬斎場等施設使用料３５万

１，０００円、墓地使用料１２５万円が主なもの

でございます。 

 続きまして、２１ページ、下のほうにあります。 

 １４款２項３目衛生手数料２，４６３万

２，０００円は、廃棄物処分手数料２，０３８万

３，０００円、畜犬登録手数料１２０万円、狂犬

病予防注射済票交付手数料２５３万円、特定家庭

用機器運搬手数料３６万７，０００円が主なもの

でございます。 

 ２２ページに参ります。 

 １５款２項３目国庫補助金、衛生費補助金

３３３万３，０００円は、保健衛生費補助金、循

環型社会形成推進交付金でございます。 

 同じく２２ページの１６款２項３目県補助金、

衛生費補助金２７万４，０００円は、保健衛生費

補助金、ウミガメ保護監視員設置費補助金でござ

います。 

 同じく２２ページ。１６款３項３目県委託金、

衛生費委託金１０万９，０００円は、保健衛生費

委託金、権限移譲事務委託金でございます。 

 同じく２２ページの下のほうに載っております。 

 １７款１項１目財産運用収入、財産貸付収入

３万３，０００円は、土地建物貸付収入、貸地料

です。 

 １７款１項２目財産運用収入、利子及び配当金

９万６，０００円は、利子及び配当金、汚泥再生

処理センター施設整備基金利子収入でございます。 

 １７款１項１目財産売払収入、物品売払収入

２，１３４万円は、資源ごみ売払い及び炭化物売

払い収入でございます。 

 １９款１項４６目基金繰入金１億３，２００万

円は、汚泥再生処理センター施設整備基金繰入金

でございます。 

 ２１款５項４目雑入２２８万６，０００円は、

火葬料実費徴収金６５万円、使用済自動車島外搬

出助成金６５万７，０００円、再商品化合理化拠

出金９３万５，０００円が主なものでございます。 

 歳入は以上で説明を終わりますけれども、債務

負担行為の説明をさせていただきますので、予算

に関する説明書の８ページをお開きいただきたい

と思います。 

 下から２行目でございます。環境基本計画策定

支援業務委託でございます。先ほど部長のほうか

らも説明がありましたけれども、期間は平成

２６年度、限度額は４５０万円としまして、設定

の理由ですけれども、第１期計画が平成２６年度

を期限としております。平成２７年度から平成

３６年度までの第２期の１０カ年計画を平成

２５年・平成２６年度の２カ年をかけて策定する

ということで、今回、平成２６年度が対象となっ

たということでございます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○委員長（江口是彦）環境課長のほうはよろし

いでしょうか。 

○環境課長（寺園良介）関連でちょっと説明さ

せていただいてよろしいですか。 

○委員長（江口是彦）はい。 

○環境課長（寺園良介）市民福祉委員会の本資

料のほうの６ページをお開きいただきたいんです

けども。 

 当初で何も申し上げませずに、そのまま予算調

書で説明いたしたんですけれども、実は、予算科

目が、本来であれば、地方自治法の施行規則に準

じた形になっていなければいかなかったんですけ

れども、下の表の現行を見ていただきたいんです

けれども、清掃総務費の中に不法投棄が入ってい

たり、その下の廃棄物処理費の中に最終処分場一

般廃棄物処理とか、資源ごみ回収とか、後から業

務がいろいろ入ってきた関係で、現行の費目がち

ょっとふくそうしてて非常に取り扱いにくい状況

になっておりましたので、施行規則に準じた形で

現行の一番下の項、環境衛生費を変更後の項、保

健衛生費の目とさせていただきまして、項を二つ

にさせていただきました。 

 あと、附則ですけれども、地球に優しい環境整

備補助金、これは総務費の総務管理費、企画費の

ほうに補助金自体を移動して、今後は、４月以降

は新エネルギー対策課のほうで対応するという形
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になります。予算を説明する前に、本当は説明し

たほうがよかったのかもしれません。 

 以上で環境課の説明を終わりますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（江口是彦）川内クリーンセンターの

補足説明もお願いいたします。 

○川内クリーンセンター所長（染川秀夫）そ

れでは、引き続き川内クリーンセンターの当初予

算のほうの説明をさせていただきたいと思います。 

 歳出のほうから御説明いたしますので、予算調

書の１２０ページをお開きください。１２０ペー

ジでございます。上の表でございます。 

 ４款２項５目ごみ処理費でございますが、事項、

資源ごみ処理施設管理費で、資源ごみ処理施設の

管理運営に係る経費でありまして、事業費は

１，６００万円でございます。経費の主な内容は、

ペットボトル、プラスチック等の資源減容業務委

託が主なものであります。 

 次は、下の表でございます。 

 事項は川内クリーンセンター管理費で、川内ク

リーンセンターの管理運営及び施設維持補修に係

る経費でありまして、事業費は４億８，５０２万

７，０００円でございます。 

 経費の主な内容は、施設保全業務嘱託員１人と

一般職４人の給与等であります。 

 水処理用薬品等は、浸出水及び排気ガスの有害

物質除去のための消石灰など薬品の購入が主なも

のであります。 

 施設維持補修は、焼却炉内の耐火物補修、バグ

フィルターろ布交換整備等が主なものであります。 

 次の運転業務委託等は、クリーンセンター運転

業務委託が主なものであります。 

 川内クリーンセンター地域振興補助金６３万円

は、小倉・川底地区に対する補助金であります。 

 次は、１２１ページをお開きください。 

 最終処分場管理費で、クリーンセンターで発生

する焼却灰の外部処分に係る経費でありまして、

事業費は８，０４３万５，０００円でございます。

これは、川内クリーンセンターの最終処分場の延

命化を図るため、焼却灰や不燃残渣等について県

外事業者へ処理委託するものであります。 

 次に、歳入のほうを御説明いたしますので、予

算調書の２４ページをお願いします。 

 上から２段目の１４款２項３目衛生手数料で、

予算額３，５６４万３，０００円、節は衛生手数

料、廃棄物処分手数料で、クリーンセンターへ直

接搬入された分の処分手数料を計上しております。 

 次は、１７款２項２目物品売払収入で、予算額

９３７万５，０００円、節は物品売払収入、ク

リーンセンターに搬入された廃棄物のうち鉄くず、

アルミくず、紙など有価物として売却できる資源

ごみの売払収入分を計上しております。 

 次は、２１款５項４目雑入で、予算額５９万

１，０００円、節の主なものは、下から２段目の

雑入、ペットボトル等有償入札拠出金で、法律に

基づき指定された協会に処分委託をしております

が、協会の処理料に余剰金が出ることが予想され、

その余剰分を協会から市町村に配当されるもので、

平成２５年度は５０万円を予定しております。 

 以上であります。よろしく御審議いただくよう、

お願いいたします。 

○市民福祉部長（中川 清）本委員会資料の

７ページをお開きください。予算に関連しまして、

若干補足の説明をさせていただきます。 

 ７ページの新規事業の内容の②になりますが、

ごみ・し尿処理施設等の長寿命化計画の策定業務

委託ということで、計画対象施設１から６番まで

ございますが、この対象施設につきまして、大規

模改修等の改修計画を含む延命化計画を策定する

ことになっております。 

 この中で、ごみの部分については、当初甑島の

クリーンセンターもこの計画の中に入れておった

んですが、平成２４年度からの事業のとおり、こ

の計画策定をする前から施設老朽化の予算が非常

に多くかかりますので、川内クリーンセンターの

ほうに持っていくということで整理をしまして、

この計画に入れてございません。 

 次に、検討課題の②でございますが、下甑環境

センターについては、精密機能検査とあわせて、

今後、維持補修費を考慮しながら、し尿等の処理

のあり方についても検討をしたいというふうに記

載をしてございます。ちょっとわかりにくく書い

てありますけども、簡単に申し上げますと、し尿

についても、汚泥再生処理センターに船で持って

いけないかということの検討をしたいと。それに

当たっては、今ある下甑環境センターの施設の整

備に、今後、どの程度のものが要るのか。それは

ヘリはちょっと厳しいと思いますけども、船舶を

利用して、今、新しい汚泥再生処理センターに持

っていった場合の処理経費が幾らかかるのか。 
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 もう一つは、藺牟田瀬戸架橋が整備をされた後、

下島と上島を含めた、このし尿の処理の仕方はど

うするのか。これを検討させていただきたいとい

うふうに思っております。 

 それから、１１１ページのエネルギー管理シス

テムの使用料について９７万１，０００円という

ことなんですが、地球温暖化対策にかかわる経費

ということで、システムの使用料なんですけど、

どんなことをシステムはやっているのか。ソフト

使用料なのかどうかわかりませんけど、金額的に

は、わずかな金額で、環境問題に対する経費が少

し少ないように思えるもんですから、教えていた

だきたいと思います。 

 それから、その上の川内クリーンセンターにつ

いては、現行の委託内容の拡充・検討を行うとい

うふうに記載をしてございますが、今、川内ク

リーンセンターには、職員が４名、嘱託員が１名

おります。通常のごみ処分については外部のほう

に委託をしてございますが、この管理業務のほう

も、外部委託のほうに拡充ができないかというふ

うなことを考えております。 

 以上です。 

○環境課長（寺園良介）まず、環境基本計画策

定支援業務委託の２，５００万円の内訳というこ

とでよろしいんですかね。  当然、その場合についてはコストの削減ができ

るのか、当初もくろんでいるような事業の効果が

期待できるのかというのを今後検討しながら、そ

の状況については、今後、委員会等で説明をさせ

ていただきたいというふうに考えております。 

 本資料の７ページをお開きください。 

 私の説明が偏った説明だったかもしれません。

環境基本計画と長寿命化計画合わせたものが

２，５００万円ですね。ですから、７ページの上、

３５０万円と、それから②の２，１５０万円で

２，５００万円ということでよろしいですかね。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）ただいま環境課及び川内

クリーンセンターの説明がありましたが、これよ

り質疑に入ります。 

 予算調書の経費の主な内容が、環境基本計画策

定支援業務委託等となっていまして、この等の中

に、長寿命化のほうが含まれてしまっているので、

もうちょっと具体的に説明したほうがわかりやす

かったかもしれませんけど、御理解ください。 

 御質疑願います。御質疑はありませんか。 

○委員（井上勝博）２，５００万円とあるんで

すが、先ほどの本資料で見ると、３５０万円です

よね。だから、等ということであるから、ほかの

ものが入っているんだと思うんですが、それ以外

のものがどういうものになっているのかというこ

とです。 

 それから、ウミガメ保護監視員の件ですけれど

も、もちろん監視していただくわけで、報告書は

出していただいております。ただ、お一方、非常

に熱心な方がいらっしゃるということも、私も存

じ上げておりますけども。その方が非常に熱心で

一生懸命していただいているということで、こち

らのほうで、そこまでしてくださいというお願い

までは、なかなかできていない部分で、ごく普通

に回っていただいた上で、そういうものを発見さ

れた場合には報告をしていただくと。あとにつき

ましては市の職員のほうでフォローアップしてい

くという形にしてはいるところではあります。 

 それから、ウミガメ保護監視員の賃金について

は、支出が１１５万９，０００円で、歳入の補助

金が二十数万だったんで、かなり市の持ち出しが

大きいんだけども、しかし、それにしても１０人

に１１５万９，０００円ぐらいしかないというこ

とで、何か義務づけされているというか、これだ

けはちゃんと報告してくださいよということをさ

れているんだと思うんですけど、個人差が大きい

ような気がするんですよね。熱心な人は物すごい

調査を、私の知っている人は、毎回、産卵日には

毎日行って産卵の記録、どこに産んでいるか。そ

れを保護するために、かなり労力を使っていらっ

しゃる方もいらっしゃるんですよね。だから、そ

の割には本当に少ない支援金しかないんだなと、

賃金しかないんだなというふうに思うんですが、

これについては少し増額とか、そういうことは考

えられないのかどうかということです。 

 それから、エネルギー管理システムの使用料が

非常に少ないんじゃないかなというお話ですけれ

ども、全庁的にシステム、このシステム使用料と

なっていますけども、ソフトの使用料になります。

これで各職場職場で職員にデータを入力していた

だきまして、こちらの環境課のほうで全てを取り

まとめて、いろんな統計資料等に使うということ

で、本当はもうちょっといいソフトがあれば、そ

ちらのほうを導入していきたいんですけど、費用
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的に非常厳しい状況もありますので、今なれてい

るこのシステムを今回も使っていこうという形を

とっているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（江口是彦）よろしいですか。 

 ほかに御質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

────────────── 

   △所管事務調査 

○委員長（江口是彦）次に、所管事務調査に入

ります。 

 当局の報告を求めます。 

○環境課長（寺園良介）市民福祉委員会資料の

本資料をお開きいただけますか。 

 本資料の７ページでございます。７ページにつ

きましては、部長のほうからもいろいろ説明があ

りましたので、差し支えなかったら８ページから

説明をさせていただきたいんですけれども。 

 大きな２番の平成２５年度のごみ処理実施計画

の前年度からの変更点でございます。 

 （１）ごみ処理体制でございます。もう皆さん

御存じのことと思います。合併来、さつま町に負

担金をお支払いしつつ、入来・祁答院のごみの処

理をさつま町のクリーンセンターでやっていただ

きましたけれども、この４月から川内クリーンセ

ンターで処理をする。その後、川内の最終処分場

に埋却する。今は満杯ですから、宮崎に持ってい

っておりますけれども、そういう形の計画の変更

でございます。 

 それから、２点目が、甑島地域の可燃ごみの焼

却処理について、焼却灰については、もう既に持

ってきているんです。資源ごみも持ってきており

ますけれども、この焼却を、先ほど部長のほうか

らありましたけれども、７月から上・下の甑ク

リーンセンターを休止いたしまして、川内のほう

に大型のパッカー車で持ってきて、川内クリーン

センターで処理を変更する。甑島地域の中間処理

の場所が変わるということでの変更でございます。 

 （２）です。ごみの分別方法、資源ごみに乾電

池の分類を追加いたしますということでございま

す。これは実質的には、今まで不燃ごみ、燃やせ

ないごみで、乾電池については出していただいて

おったんですけれども、これを資源という形で出

していただく、そういう変更のあるのは川内地域

と東郷地域だけでございます。樋脇はもともと、

資源という形じゃないんですけど、分別して出し

ていただいておりました。甑島のほうも、一応分

別して出していただいております。入来、祁答院

についても今回から始まりますので、変更という

ことではないということでございます。 

 それから、（３）です。ごみの排出抑制のため

の方策に関する事項ということで、計画における

表記を資源ごみではなくて、資源物という形に変

更しまして、今後、配布する各種印刷物は資源物

ということで使用することにいたしたいと思って

おります。資源化へのさらなる意識の向上を図っ

ていけないかなということでございます。 

 それから、大きな３が悪臭防止法規制地域の指

定についてということでございます。御存じのと

おり、公害防止条例が環境保全条例という形で

４月から施行されます。それに伴って、市のほう

で、薩摩川内市全域について、そういう公害につ

いては行政指導ができるんですけれども、悪臭防

止法の関係のみ、悪臭防止法による規制自体は、

全ての事業活動を対象としているんですけれども、

あらかじめ指定した地域でないと適用ができない

という形になっておりますので、今まで指定して

あった川内、樋脇、入来、祁答院、それから上甑

だけではなくて、４月から、東郷、里、下甑、鹿

島、これについても地域を指定して、薩摩川内市

全体を市のほうで行政指導ができるような形に持

っていきたいということで、この表につきまして

は、白地の部分が今までかかってないところでご

ざいます。矢印の下のほうが、全部かけていこう

ということで、Ａ地域とＢ１地域とＢ２地域とい

う形で色分けがしてあります。Ａ地域が一番厳し

い地域という形になります。Ｂ１が、その次、Ｂ

２が一番緩やかなという形になります。今回新た

に入れるところにつきましては、Ｂ２地域という

形で入れていきたいということでございます。 

 ９ページをお開きいただきたいんですけれども、

環境審議会での答申でございます。環境審議会の

ほうで審議をしていただいた結果、自分らの提案

した案を相当ということで考えていただいてくれ

ているという、しかしながら、本市の規制のやり

方が特定悪臭物質という形で、いわゆる悪臭物質

の濃度でもってはかって、おかしいよということ

で規制をするやり方なもんですから、最近は物質

が二つ、三つ複合して、合わさることによって、
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物質自体の規制値は下なんだけど、規制値の下の

ものが二つ重なると非常に変なにおいになるとか、

人の感覚的なものが発生してきているということ

で、臭気指数という規制方法があります。 

 その臭気指数による規制のやり方も、今後は導

入に向けて、調査・検討を進められたいという答

申をいただいておりますので、今後は、この臭気

指数についても、ちょっと検討していきたいなと

いうふうに思っているところでございます。 

 以上で説明を終わりたいと思います。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の報告があ

りましたが、これより環境課及び川内クリーンセ

ンターの所管事務について質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）３点ほどお尋ねをいたしま

す。 

 まず１点は、花いっぱい運動の関係で、花いっ

ぱいまちづくり推進協議会の設置をして、推進プ

ランを立てていきますよということで、将来的に

は平成２６年度の１０周年、平成２７年の国民文

化祭、平成３２年の国体ということで計画もされ

ているんですけれども、当面、花いっぱいまちづ

くり推進協議会が年度ごとに推進をされていく、

具体的にされていく、その具体的なプロセスとい

うのについて、１点お聞かせください。 

 もう一つは、ごみ収集の関係で、いよいよ全市

の収集体制になっていくわけですが、クリーンセ

ンターの総容量と、今回全市集まる部分の許容率

といいますか、処理をする能力がどのくらいにな

っていくのか、率的にですね。それと、市民のほ

うも結構搬入があると思うんですけども、相当業

者、そういうものが錯綜すれば、市民の持ってい

く部分が非常に混雑をしやせんかなという気合い

はするんですが、そこら辺の時間的なもの、例え

ば、何時から何時ぐらいまでは一般市民に開放し

ますよとか、毎日じゃなくても、週何日かという

ことで、そういうような入場規制的なものは考え

ていらっしゃらないのか、そこら辺が２点目。 

 悪臭対策の関係ですが、指数を出してという、

機械的なものもあるんでしょうけども、そういう

機械があるんですかね。非常に臭気については、

においがするなというのと、人によっても違いま

すし、また、かぐほうと出すほうとすれば、また、

いろいろ温度差があるわけですね。そこら辺のや

り方、非常に微妙だと思うんですけども、そこら

辺の一定の基準があって、そういう臭気をはかる

計量機があったりすれば、当然、一定の基準があ

るんでしょうけども、そこら辺の指数と計量関係

の状況について、３点お聞かせください。 

○環境課長（寺園良介）まず、花いっぱいまち

づくり推進事業のプロセスということだったんで

すけども、おっしゃるとおり、平成２６年が

１０周年ということです。ここに書いてあるとお

り、まずは平成２６年の１０周年に本格実施をし

たいということで、平成２５年度については、予

算の説明でも申し上げましたけれども、協議会の

設置、その中で推進プランを策定していただくと

いうのが大きな目的でございまして、プランの中

で、そういうプロセス等も出していこうかなと思

っています。 

 まずは、でも２５年はパイロット事業といいま

すか、プレ事業といいますか、市の職員のほうで、

例えば、職場の花いっぱい運動とか、それから駅

前、駅の東・西口のあたりを場所を指定して、職

員がみずから進んで、花いっぱい運動をやろう。

支所は支所で場所を定めていただいて、そういう

ものをやっていこうかなと。 

 あとは地区コミにシンボル花壇を設置していた

だきたいとか、それの大まかな支援体制が快適環

境づくり補助金、これを拡充をいたします。お年

寄りの団体で、そういう作業をされる場合には

１００％補助しましょうかとか、そういう形で拡

充をしていこうということを考えているところで

す。 

 それから、クリーンセンターの焼却容量がどう

かというお話でしたけど、日量１３５トン、現在

８０トンぐらいで済んでいると思います。甑、そ

れから入来、祁答院を入れても、１００ちょっと

ぐらいで、まだ十分容量はあるやに聞いてます。 

 あと、搬入体制ですけれども、搬入体制につき

ましては、容量的に余裕がありますので、特に問

題ないと思うんですけれども、そこはちょっと現

場、クリーンセンターの所長がおりますので、後

ほど。 

 それと、あと悪臭の関係の指数ですか、特定悪

臭物質の濃度規制をする場合には、確実に物質を

捕まえますので、機械があるかどうかは、私もち

ょっと認識してないんですけども、測定をします

から、きちっとした基準の数字が出てきます。た

だ、今後導入しようという臭気指数については、
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人間の感覚なんです。ただ、これも一応国家資格

という形で、国のほうで資格を定めて、その方が

中心になって計測をするという形になります。臭

気判定士というのが、ただ、鹿児島県の市町村で

も、鹿児島市とさつま町と出水市が臭気指数によ

る規制をやっているんですけども、まだ職員で臭

気判定士を持っていらっしゃる方はいらっしゃら

ないみたいで、業者にお願いしているような状況

というふうに聞いております。 

○川内クリーンセンター所長（染川秀夫）搬

入の状況ということで、先ほど環境課長のほうか

らありましたように、日量１３５トンの能力があ

ります。現在８０トンということで、能力的には、

まだ余裕がございます。今回、入来、祁答院、そ

れから７月からの予定で甑島が入ってくる予定で

すが、合わせて現在よりも１８％ぐらいふえるか

なというふうに考えております。 

 甑島につきましては、大型収集車に積みかえて

持ってくるということで、恐らく１週間に３回、

４回で１台ずつという、または１台か２台ずつを

考えておりますので、現在のところ、混雑は大丈

夫かなと考えます。 

 現在、私どもが出て交通整理といいますか、入

場の整理をしているのは年末だけでございますけ

れども、この程度の増加であれば大丈夫かなとい

うふうに考えます。 

 以上です。 

○市民福祉部長（中川 清）花いっぱいまちづ

くり推進事業につきましては、今、課長が説明し

ましたが、主には平成２５年度推進プランの策定

がメインになってきます。ただ、これも例えばパ

イロット事業で駅前の花いっぱいということで、

職員がというようなことも申し上げましたが、職

員だけではなくて、職員が中心になってはやりま

すが、例えば、高齢者クラブ連合会の単位老人ク

ラブの皆さん方、あとは学校の子どもたちも一緒

に参画できるような仕組みをつくっていきたいと。 

 それを平成２５年度のパイロット事業である地

域でやった上で、それをほかのところにも広げて

いくような仕組みをつくっていきたいというふう

に思っています。 

 ですから、この間も高齢者クラブ連合会のほう

に行きまして、今の介護ボランティア事業を実施

しているんですが、高齢者クラブ連合会の事業も、

この介護ボランティア事業のほうの対象にしたい

ということで、また、今後、会長とも話をしなが

ら、少しやらしいんですけれども、こういうこと

をしますので、ぜひこの事業にも参画をしてくだ

さいというような呼びかけをしたいと思っていま

す。 

 それから、ごみの処理が非常にふくそうするん

ではないかということでございましたが、これの

一環として、粗大ごみの中継施設を、樋脇だけで

あったものを入来・祁答院、これも支所の倉庫等

を使いながらやるようにしますので、この辺でも

少し粗大ごみについては緩和ができるんではない

かなというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（新原春二）わかりました。花いっぱい

の関係につきましては、大きな市でありなんです

が、いつも対象にするのは長島町なんですけども、

あそこは町を挙げて花いっぱい運動を年間を通し

てずっとやっていらっしゃるんですね。沿道に花

壇もつくって、これは国の国道事業の関係の補助

金を大概使っていらっしゃるんですが、うちも国

道はいっぱいありますし、そうした方法も当然変

えていらっしゃると思うんですけども。川内駅の

関係については、職員の方が一生懸命して、本当

に川内駅はきれいねと言われるぐらいに、ありが

たいなと思っています。 

 ただ、これから推進事業、パイロット事業で仕

組みづくりをされていくというのは非常にいいこ

とだと思いますので、それは進めていただきたい

んですが、その場合に、土とか堆肥とか、そうい

うものがなかなか調達が難しい地域もあるだろう

と思いますので、そういった手だても、今後また

考えていただいて、堆肥をどこに行ったらもらえ

るよと、砂はどこへ行ったらもらえるよというよ

うなことまで、そういったパイロット事業の策定

の中で、そういうようなものまで検討されたら非

常にいいかなと思いますんで、これは提案にして

おきたいと思います。 

 もう一つ、悪臭の関係なんですが、国家試験の

判定士ですか、その方がまだいらっしゃらないと

いうことなんですが、企業の中で、いろいろな処

理をされて、規制があって、その規制は当然クリ

アをされているんでしょうけども、非常にまだに

おいがひどくてというところがあるんですよね。

そこら辺の方法は、地域にそういう悪臭の漂う地

域の方々が、環境課のほうに電話を入れていただ
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いて、課の方が調査に行かれると思うんですけど

も、なかなかそれがとまらないというところもあ

りますので、ここでもう一回、それと事業者は限

られていると思うんですけども、そういうものは

指導をきちんとやってもらえればありがたいと思

うんですが。――ずっと高齢的にそういうのが出

てくると思いますので、場所的には、まだこそっ

といきますので、そういった一定の基準を持たな

いと出される側も、それをかぐ部分も非常に納得

がいかないと思いますので、そこら辺の部分につ

いて、今後また調査をし、またみんなが認めるよ

うな体制をとっていただきたい。これは要望にか

えておきます。 

○環境課長（寺園良介）先ほど、肥料とか土と

か、肥料につきましては汚泥再生処理センターが

炭化物を無料で配布するようにいたしますので、

また、その広報やらもあわせてやっていきたいと

思います。大体、年間３０トンほどは皆さんに配

布できるんじゃないかなと。各地区コミに

２００キロぐらいの、限度をつけんといかんとで

すけども、地区コミ数は結構ありますので、その

範囲内でいろいろな方法を御提示しながら、そう

いう形も、土のほうはまだ考えておりませんけど。 

 あと悪臭のほうは、うちも動いておりまして、

実際、昨年も１社、測定に行きまして、そういう

状況がありまして、そこはもともとかなり、うち

は通常から測定をしているところで、そういう状

況、悪臭物質、濃度が高かったという状況が発生

しましたので、即勧告をしまして、改善をしてい

ただいたという実績もございますので、また何か

ありましたら。 

 以上です。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑。 

○委員（井上勝博）乾電池を追加したというこ

とで、私もちょっと知らなかったんですけど、旧

市町村ごとに、まだ分類は統一されてないと。乾

電池はもう最後だったということなんですかね。

それとも、まだ分類されてないのが、統一されて

ないものがあるのかということが一つ。 

 それから、環境といった場合に、そういう悪臭

の問題もあるんですけど、音もあるんです。振動

というのも結構苦情が多いんですよね。特に道路

脇の家が振動に悩まされて、よくそういう話をす

ると、県道だったり、市道だったりすると、市の

管理、県の管理でやるんだけれども、我慢できな

いほどのものもあるわけですよ。 

 例えば、私びっくりしたのは、木造の家のくぎ

が全部出てくるんですね、振動で。そういう現象

も起こったりするんですね。これも環境なんだろ

うと思うんですけれども、そういった環境値とい

うか、振動などについても基準というのがあるん

だろうかということなんですが、そこら辺ちょっ

と教えていただけますか。 

○環境課長（寺園良介）分別の乾電池が最後か

ということなんですけど、乾電池もまた詳しく言

っていなかったんですが、アルカリとマンガンだ

けです。ボタン電池なんかは、今までどおり不燃

物で出していただく。ちぃちゃなのがありますよ

ね。アルカリとかマンガンの、結局単１とか単

３とかございますよね、あれだけ資源に。実は不

燃に入れててもらったんですけども、クリーンセ

ンターのほうで、実は全部選別していたんです。

それが非常にまた無駄なもんですから、樋脇が分

別されているし、１件でもそういう状況があるん

だったら、今回全部統一しましょうということで、

それぞれお宅に１冊ずつ、分別ハンドブックが届

いていると思うんですけども、あれで全部統一さ

れてますので、そういうことで御了承いただきた

いと思います。これですね。 

 しかも、これは５００万ほど予算をもらってい

たんですけど、広告いただきまして、ただででき

ましたので。ごみ出しカレンダーとあわせてです

けども。 

 それから、騒音、振動は、うちのほうで４月か

ら規制をかけていくんですけども、自動車の騒音、

振動につきましては非常に難しいところがありま

す。それ以外の振動につきましては、いわゆる要

保全施設、そういう騒音、振動を出すような機械

を持っているところは全部届けをせないかんこと

になりますので、その届けを出しているところが、

実際、そういう騒音を出したら、すぐ我々が指導

ができるという形になります。 

○委員（井上勝博）じゃあ、もう従来から統一

されていたわけですよね。統一されていたんだけ

ど、分類を追加したという、矛盾したように思え

るんですよね。統一されていたんだけど、今度追

加したというふうにおっしゃるから、そこら辺が

よくわからないですね。 

 資源ごみに乾電池の分類を追加したと書いてあ

りますね。今おっしゃったように、そのパンフレ
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ットというのは、もう大分前からパンフレットは

出されて、統一されているわけじゃないですか、

全市的に。違うわけですか。今度からこれが入っ

て、新しく統一されるということですね。わかり

ました。 

 そうすると、地域別に旧町村ごとに分類が違う

というものは完全になくなって、統一されました

ということで、そういう確認でいいのかどうかと

いうことと、それから、騒音については道路の騒

音が苦情が多くて、何か計測器みたいなものがな

いだろうかなと。ちゃんとそれをはかって、うち

はこういう騒音というか、振動ですね、騒音とい

うよりも振動で、夜中にがたがたという家が揺れ

るとか、そういうふうに言われるんですが、そう

いうものをきちっと計測して、ひどいところから

早く対処すると。 

 そういう苦情があって、県道だったら県のほう

に言うと、順番でやりますからということで、ひ

どいところを優先するという考えではないみたい

なんですよね。だから、何かそういう測定するも

のがこちらでそろえられれば、そういったどれだ

けの数値がありますよと。ここはもう早くしてく

ださいと。市に対してもそうですけれども、そう

いうことができるんではないだろうかなと思うん

ですが、それについてのお考えですね、二つ。 

○環境課長（寺園良介）分別につきましては、

先ほどからハンドブックを、全市統一のやつをつ

くりましたので、そういうお考えで結構だと思い

ます。 

 道路の騒音・振動につきましては、地点を決め

て、同じ地点ですけど、決めて測定はやっている

んですけども、道路の状況が問題なのか、走って

いる車が問題なのか、そこら辺もいろいろありま

して、非常にどうしてもという場合は、測定機器

もありますし、おっしゃってもらっても結構だと

思いますけれども、なかなかその原因を特定する

のが難しいというのはあります。 

○環境政策グループ長（原 鴨幸）自動車騒

音と道路交通振動についてなんですけれども、騒

音、振動につきましては環境基準があります。そ

の次にありますのが、道路に係る部分で、要請限

度というのがございます。騒音につきましては、

その要請限度を超えている道路があれば、道路管

理者へ道路改善等の意見を述べることができるこ

とと、公安委員会へ交通規制等の要請ができるこ

と、それから、振動につきましては、道路管理者

にもそういう改善の要請ができると。公安委員会

と同じように道路管理者にも要請ができるという

ことがございますので、まず、そういう苦情のあ

る方は、もしそういう状況があれば言っていただ

ければ、そういう臨時的な測定も実施して、それ

が要請限度を超えているようであれば、そういう

意見を言ったり、要請したりということも可能か

とは思います。 

 以上です。 

○委員長（江口是彦）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、環境課及び川内クリーンセンターの審

査を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 

   △市民課の審査 

○委員長（江口是彦）次に、市民課の審査を行

います。 

────────────── 

△議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（江口是彦）まず、市民福祉部長に概

要説明を求めます。 

○市民福祉部長（中川 清）それでは、市民課

の概要を説明いたします。 

 市民課につきましては、本年２月に総合支援型

窓口の整備が終わり、２階部門のサイン表示と支

援型窓口システムが稼働しております。 

 また、今月の９日には、住民票等のコンビニ交

付が市内の１０カ所で始まっております。 

 それでは、市民課の当初予算の概要について説

明しますので、本委員会資料の２ページをお開き

ください。 

 上から三つになりますが、主なものを説明いた

しますと、拡充としまして、コンビニ交付に係る

経費約５６０万円と国が行う戸籍副本管理システ

ム、これの対応の改修費４００万円、これは後ほ

ど課長のほうで説明いたしますが、これを計上し

てございます。 

 以上、市民課の概要の説明を終わります。 

○委員長（江口是彦）それでは、一般会計予算

について、当局の補足説明を求めます。 

○市民課長（田中晴樹）市民課でございます。 
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 平成２５年度薩摩川内市各会計予算調書の

１０６ページをお開きください。 

 上段に記載してあります市民政策調整費は、人

件費及び市民福祉部の全体に係る経費１億

５０５万２，０００円で、主なものは、行政事務

嘱託員（電話交換・総合案内業務等嘱託員）５人

と、その事項で所管する職員６人に係る経費でご

ざいます。 

 ２番目、臨時職員雇上料は部内の臨時職員に関

する経費でございます。 

 次に、下段の市民相談事務費は、市民相談事務

に係る経費１，０４２万８，０００円で、主なも

のは、消費生活相談員３人に係る経費、無料法律

相談業務委託については、平成２５年度より社会

福祉協議会へ委託していました心配ごと相談事業

を廃止し、より専門的な相談ができるよう無料弁

護士相談事業を月２回から月３回へ増加を行って

いる状況でございます。 

 川内人権擁護委員協議会負担金は、鹿児島地方

法務局川内支局管内４市２町、阿久根市、出水市、

いちき串木野市、薩摩川内市、長島町、さつま町

の人権擁護委員で組織する協議会へ人権擁護活動

等に関する経費を負担するものでございます。 

 鹿児島県各市消費生活相談員連絡協議会負担金

等は、県内の消費生活相談員が組織する連絡協議

会の負担金や消費生活相談研修会における受講料

でございます。 

 また、県の消費生活活性化基金を利用しまして、

各地での消費生活講座や職員、相談員の研修、出

前講座、消費生活講座、相談等に係る公用車の購

入を行うこととしているところでございます。 

 次に、１０７ページをお開きください。 

 上段の交通災害共済事業費でございます。これ

は、交通災害共済事業に係る経費１，４５０万円

で、この事業は、鹿児島県市町村総合事務組合に

加入し、事務組合において運営されているもので

ございます。主なものは交通災害共済給付事業負

担金で、納付されました交通災害共済掛金を負担

金として事務組合に支払っているものでございま

す。 

 同じく下段の戸籍住民基本台帳費で、戸籍・住

民基本台帳事務に係る経費２億４９９万円で、主

なものは行政事務嘱託員１５人に係る経費、この

内訳につきましては、市民サービスコーナー業務

が２人、住民票等交付業務１２名、本庁４人、各

支所それぞれ１人で、１２名でございます。それ

と、下甑管内で行っています移動連絡車運行業務

を行う嘱託員の計１５名でございます。 

 一般職２３人は、住民基本台帳事務に従事する

職員で、本庁１５名、支所８名に係る経費でござ

います。 

 戸籍情報システム機器保守委託等で、主なもの

は戸籍システムの運営に係る経費でございます。

また、今年度は、平成２５年９月から実施予定の

法務省の副本データ管理システム運用に伴う戸籍

システムの改修に係る経費を計上しているところ

でございます。 

 なお、その内容につきましては、市民福祉委員

会資料の５ページをお開きください。 

 戸籍副本データ管理システムについて、１番目

が、戸籍副本データ管理システムの背景でござい

ます。東日本大震災のような災害が発生した場合

に、正本・副本の両方を滅失してしまうことによ

って戸籍の再製が非常に困難になるということか

ら、法務省では、戸籍副本データ管理システムの

導入を平成２５年９月末の稼働予定で進めている

ところでございます。 

 これをすることによって、各自治体の現在と導

入後の相違を書いてあります。 

 現在につきましては、年に１回、管轄法務局に

磁気ディスクで送付しております。データ形式に

ついては、自治体の独自形式でございます。これ

が導入後は、業務日ごと、これは異動のかかった

ものをその日に転送するわけですけども、セン

ター、全国２カ所にＬＧ盤を介して送付をします。

データ形式については、法務省により定義された

全自治体共通のデータ形式でございます。 

 ２番目が、戸籍副本データ管理システムの概要

でございます。左から市区町村がありまして、真

ん中に副本データ管理センター、これが全国に

２カ所できる予定でございます。それと、管轄法

務局をつなぐということで、予算計上しています

４００万につきましては、市区町村のところの右

側の市区町村専用装置、副本から副本に変換する

という図がありますけれども、その中でデータ変

換あるいは異動分の抽出のデータ変換等に係る経

費を予定しているところでございます。 

 予算調書の１０７ページにお返りください。 

 鹿児島地方法務局川内支局管内戸籍住民基本台

帳事務協議会負担金は、川内支局管内の４市２町
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○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

で構成する協議会への運営負担金でございます。 

 九州管内都市市民課主管者会議負担金は、九州

都市、これは２５市あるわけですけども、窓口業

務に関する共通問題等を調査研究する会議に必要

な事務負担金でございます。 

 御質疑願います。御質疑ありませんか。 

○委員（井上勝博）無料法律相談業務が、月

２回から月３回になるということで、かなり必要

性というか、需要というか、市民が困っているの

が多いのかなと思うんですが、この点については、

こういう月３回にするということについては、ど

のような検討の結果になったということをお尋ね

したいのと、それから、戸籍副本データ管理シス

テムのことなんですが、これはバックアップのこ

となんでしょうかね。災害時に全ての戸籍謄本な

どが消失したとかというのがあったわけですけれ

ども、そういうバックアップ体制をどうするかと

いうことで、こういう考えが出てきたと。このＬ

ＧＷＡＮというのは、これは住基ネットワークと

違うネットワークなんですかね、どういう回線を

使うものなのかということ、その２点について。 

 次に、１０８ページをお開きください。 

 住民基本台帳ネットワークシステム事業費でご

ざいます。 

 これは、住民基本台帳ネットワークシステム等

に係る経費２，４７５万５，０００円で、主なも

のは、住基ネットワーク機器の運営に係る経費や、

平成２５年３月から開始しましたコンビニ交付に

係る委託料と、それに伴う自動交付機等の撤去費

用を考えているものでございます。 

 それと、コンビニ交付運営負担金につきまして

は、コンビニ交付におけます証明書交付センター

の運営に係る加入市町村の負担金で、人口割の人

口１５万人以下ということで３００万円になって

いるところでございます。  それから、もう１点は、自衛隊員の適齢者名簿

についてのまた提出が要請されているんじゃない

かと思うんですけれども、ことしはどのようなこ

とで要請が来ているのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 予算調書の１９ページをお開きください。 

 主な項目について説明いたします。 

 １４款２項１目総務手数料４，６５４万

９，０００円は、戸籍謄本や住民票等の交付に係

る手数料収入でございます。 

○市民課長（田中晴樹）無料法律相談の関係で

すけれども、月２回から月３回にしたということ

ですが、これの経緯なんかにつきましてですけれ

ども、月２回でやっていたところですけれども、

１人３０分の６人で１日やっとったわけです。だ

けど、それに対する応募といいますか、広報で周

知をするんですけれども、それに対する応募件数

といいますか、それが多くて、まずふやしたとい

うのが１点です。 

 １５款３項１目につきましては、戸籍住民基本

台帳費委託金２０万３，０００円は、外国人に対

する住居地届出等事務委託金でございます。これ

は平成２４年までは、外国人登録事務委託金とい

うことで受け入れていたものでございます。 

 １６款２項１目総務管理費補助金２０９万円は、

県の消費者行政活性化事業補助金で、１００％補

助でございます。  それと、心配ごと相談等の廃止もあるわけです

けれども、心配ごと相談の中でも、より専門的な

相談を受けたいという御要望がありましたので、

その件で弁護士の相談のほうの回数をふやしたと

いう経緯があります。 

 １ ６ 款 ３ 項 １ 目 総 務 費 委 託 金 ２ ２ 万

８，０００円は、人権の花運動事業務委託金、そ

れと戸籍住民基本台帳に関する人口動態事務委託

金や公的個人認証事務の委託金でございます。 

 心配ごと相談についてですが、これについては

年２００回ぐらい開催していたわけですけれども、

だんだん利用率が低くなりまして、平成２３年度

は２３件ぐらいになっておりました。そこで、委

託事業としては、もうやめようという考え方をし

ております。社協のほうの考え方としては、平成

２５年度は自主事業で何回かやりたいということ

は聞いております。 

 １ ７ 款 １ 項 ２ 目 利 子 及 び 配 当 金 ５ 万

５，０００円は、医療福祉対策基金の利子でござ

います。 

 ２１款５項４目雑入１，５９８万７，０００円

につきましては、県市町村交通災害共済会費収入

が主なものでございます。 

 以上で、市民課に関する説明を終わります。よ

ろしく御審議賜りますようお願いします。 
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 次に、２番目の戸籍データのバックアップのこ

とかということですが、まさに委員が言われると

おり、バックアップで安全性を確保しようという

ことで、全国のそういう自治体のデータをバック

アップしようという考え方で、この仕組みがとら

れているところでございます。 

 ３番目が、自衛隊の名簿の関係ですが、今年度

については、まだ要請はしていないところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（井上勝博）この件数が、弁護士への相

談ごとについては、月２回、１人３０分で６人、

応募件数が多くなったと。応募件数がどれだけ多

くなったのか。できればちょっと数値的にも紹介

してほしいと思います。 

 それから、もう一つは、このＬＧＷＡＮという

のが住基ネットワークの回線なんだろうか、どう

いう回線なんだろうかということなんです。 

○市民課長（田中晴樹）ＬＧＷＡＮの関係であ

りましたけれども、ＬＧＷＡＮにつきましては

ローカル・ガバメント・ＷＡＮということで、自

治体・国あるいは自治体と専用で回線をつないで

いるＷＡＮのことでございまして、住基ネットも

このＬＧＷＡＮを利用しております。 

 それと、件数につきましては、直接弁護士協会

のほうに電話が行くようになっておりますので、

実際の件数的には把握しておりませんけれども、

募集する段階で、弁護士会のほうから６件以上あ

るという報告的には受けている状況でございます。

実際の件数として把握はしておりません。 

○委員（井上勝博）不思議なことに、例えば、

民間でいうと、大手のデータベース会社がいろん

な事件が起こっているんですよね。この間もエ

バーノートというデータベースの全てのパスワー

ドが全部流出してしまったという事件が起こった

り、その前にも何かいろいろ、そういう事件は絶

えないわけですね。ところが、このＬＧＷＡＮと

いうのは全然聞いてないんですが、実際はそうい

う漏えい事件というのは一切起こってないんです

かね。その危険性というか、もし漏れたら大変な

ことだから絶対に起こらないようにしているんだ

とは思うんですが、小さなトラブルとか、そうい

うのもないんですかね。そこら辺、情報はないで

すか。 

○市民課長（田中晴樹）現在の情報の中では聞

いておりません。ＬＧＷＡＮにつきましては、全

国の自治体も加入しておりますし、全自治体が、

やはりそういうセキュリティーの面では気を配っ

ているところでございます。暗号化とか、それぞ

れの改ざん防止なんかを注意しておりますので、

現在の本市に入ってきた情報の中ではそういう問

題的には伺っていない状況です。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

○委員（今塩屋裕一）住民票等のコンビニの交

付事業なんですけど、私の周りのほうはセブンイ

レブンでとれるということで、セブンカードをつ

くってて、それで交付ができるんだというちょっ

と勘違いをしている人がいて、できれば、そうい

う市民課のＡＴＭの機械がありますよね。ああい

ったのをコンビニのセブンイレブンに、こういう

機械ですからというふうに証明があれば助かるん

ですけどということと、あと金融機関によって、

住民コードが載ってなかったら金融機関で印鑑証

明をとなったときに、住民コードが載っているや

つでないととれないと。でないと、市民課の窓口

じゃないととれないという厳しい金融機関のとこ

ろもあるみたいなんですけど。 

 広報等では、そういう感じで、住民コード番号

が載ってないところがあるというふうには載って

たんですけど、広報では。みんな金融機関でとる

ときには、時間外でＡＴＭでとるときが多いもん

で、その方が、そういったクレームがちょっと出

たのと、そして勘違いの要望、せっかくいい事業

というか、やっぱりコンビニで証明書をとれると

いうことはすごく便利なんで、そういうようなこ

とを改善は、今後はセブンイレブンにおける住民

コード番号が出るんでしょうかね。 

○市民課長（田中晴樹）委員会から言われた状

況につきましては、やはり住民の声を聞きながら、

再度またそういう内容についても広報とかを利用

して、また周知をしてまいりたいというふうに思

っております。 

 それと、住民票コードの関係がありました。こ

れについては、国の年金なんかの請求のときに、

住民票コードを使ったやつが必要で、初年度はそ

ういうコードが入ったやつを使えば、次年度から

は、もう申請、現況届等とか要らないようなふう

になります。そのような関係で使っているわけで
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すけれども。住民票コードは機密性の高いものだ

ということで、国のほうからの指導のほうでも、

本人確認ができないと、住民票コードが入ったや

つは発行しないようにというような通達なんかも

来ておりますので、その状況で、各市町村、住民

票コードの入った住民票については、自動交付機

でも発行ができないようにしてありますので、本

市の場合も、そういう形で発行できないというふ

うにしております。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

────────────── 

   △所管事務調査 

○委員長（江口是彦）次に、所管事務調査に入

ります。 

 当局、報告事項ありますか。 

○市民課長（田中晴樹）特にございません。 

○委員長（江口是彦）では、これより市民課の

所管事務について、質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（新原春二）今、コンビニにおける住基

カードを使った交付ができるということで、非常

にありがたいことなんですけども、そんな結構宣

伝もされてて、ＦＭ川内でもしきりにそのことに

ついて報道がされております。 

 したがって、今現在で住基カードの発行状況、

コンビニで発行しますよということで案内をされ

たこの方、結構ふえているのかどうか。最終的に、

今現在、住基カードはどの程度つくられているの

か、わかったら教えてください。 

○市民課長（田中晴樹）住基カードの発行件数

ですが、２月末現在で２万１，７５９枚でござい

ます。それと最近の状況なんですけど、今まで月

平均１００件ちょっとだった状況でございます。

ただ、２月につきましては３２３件というふうに

ふえている状況です。また、３月につきましても、

現在まででもう１００件を超えておりますので、

今月についても超えるんじゃないかという予想を

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありますか。 

○委員（今塩屋裕一）この前も課長のほうにも

相談をしたんですけど、甑島の臨時ナンバーです

ね、それをこの前説明受けたときには、串木野の

ほうで臨時ナンバーがとれると。やっぱり甑の方

に言わせれば、薩摩川内市と旧川内市、１市４町

４村で合併したんだから、できれば川内、甑のほ

うにも時臨ナンバーが置けないのかなと。以前、

説明の中では、下甑手打のほうも置いてなかった

というふうにも聞いているんですけど、今、上

島・下島あるんですけど、せめてそういうナン

バーが許可を得て置けないでしょうかということ、

そういった意味で、民間業者が利益を求めるよう

に、少しでも経費を抑えるように、陸運局に走っ

たほうがいいということだったんで、臨時ナン

バーがあればすごく助かるんですけどという声が

あったんですけど、今後そういった考えというか、

許認可をもらって、そういうをふうに置くという

ことができないのかを聞かせてもらえればと思い

ます。 

○市民課長（田中晴樹）臨時ナンバーの件です

が、これにつきましては、薩摩川内市が許可を得

てますので、あとは支所でするかどうかという業

務にかかわってくると思います。 

 合併前の職員がおりましたので、ちょっと聞い

てみたわけですけども、下甑等につきましては、

臨番の発行をやっていなかったということで、現

在でも、本庁と東郷と樋脇ですね、それと島はし

てないという状況でしたので、その当時の考え方

で、今継続をしてやっているところでございます。 

 話もさせてもらったんですけども、必要性とい

うか、そこがあればやっていかないかんのじゃな

いかというふうに思いますけれども、システムの

関係もありますので、そこら辺はまた協議をさせ

ていただきたいというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで協議会に切りかえます。 

 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時４５分休憩 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時４６分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（江口是彦）ここで本会議に戻します。 

 以上で、市民課の審査を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 
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   △市民健康課の審査 

○委員長（江口是彦）次に、市民健康課の審査

を行います。 

────────────── 

   △議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（江口是彦）まず、市民福祉部長に概

要説明を求めます。 

○市民福祉部長（中川 清）市民健康課の予算

概要について、御説明をいたします。 

 委員会本資料の２ページ、９番目になります。 

 地域主権改革一括法によります県からの各市町

村への権限移譲事務としまして、本市にも未熟児

養育医療の給付と未熟児の訪問指導の経費、これ

が移譲されまして、これの予算約１，９００万円

を計上してございます。 

 母子保健事業のフッ化物応用普及啓発事業につ

きましては、２４年度予算の６月補正に計上した

ものの拡充となります。 

 学齢期におけますフッ化物洗口の実施と、乳幼

児期及び成人期以降におけるフッ化物効用の推進

を図ってまいります。 

 国民健康保険直営診療施設勘定特別会計につき

ましては、予算総額９億４，６９６万円と、前年

度に比べまして約４，７００万円の増となってお

ります。 

 主な増の要因としましては、４ページの２２番

以降になりますが、電子カルテシステム及び医療

機器整備のほか上甑診療所の入院施設再開による

医薬品衛生材料費等の増額を計上してございます。 

 以上で、市民健康課の概要説明といたします。 

○委員長（江口是彦）それでは、一般会計予算

について、当局の補足説明を求めます。 

○市民健康課長（柿元美津江）よろしくお願い

いたします。 

 一般会計予算の説明に入ります前に、市民健康

課の職員体制について御説明いたします。 

 課長、専門職、課長代理が各１名、主幹が２名、

五つグループがあり、職員２７人と嘱託１０人で

業務を行っております。 

 また、甑島には診療所がありまして、ドクター

７名、看護師２１名、事務１０名、嘱託３０名で

業務を行っているところでございます。 

 それでは、一般会計予算について御説明申し上

げますので、まず歳出のほうから説明いたします

ので、予算調書の１２２ページをお開きください。

１２２ページでございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費

は、事項、保健衛生一般管理費のうち市民健康課

分の事業費は２億３，８５９万７，０００円をお

願いしております。 

 一般職員の職員給与費、救急歯科医療対策運営

費、献血推進事務、その他保健衛生一般管理に係

る経費を措置したものでございます。 

 経費の主なものは、予防接種健康被害調査委員

会委員１１人の報酬、本庁及び各支所の一般職員

３３名分の職員給与費、歯科医院休日当番事業補

助金７２万円でございます。 

 次に、下の段、事項、予防接種事故救済措置費

の事業費は５９０万４，０００円をお願いしてお

ります。予防接種法に基づく救済措置に係る経費

でございます。経費の主な内容は、補助事業扶助

費１人分でございます。 

 次に、１２３ページをお開きください。 

 事項、診療所管理費の事業費は１７６万

８，０００円をお願いしてあります。川内地域に

所在する５カ所の診療所の管理及び運営に係る経

費でございます。主な経費は、管理医への報償費

１５１万５，０００円でございます。 

 次に、下の段、事項、巡回診療事業費は、県が

事業主体として実施いただいております甑島地域

での眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科の巡回診療に係る

経費１０４万円を措置しております。主な経費と

しては県への事業負担金５０万円でございます。 

 次に、１２４ページでございます。 

 事項、保健対策推進事業費の事業費は２３３万

３，０００円をお願いしてあります。 

 健康づくりの普及、啓発を促進するための協議

会及び適切な食生活を実践するための食生活改善

推進員による活動等に係る経費でございます。 

 経費の主なものは、健康づくり推進委員、食生

活 改 善 推 進 員 研 修 会 出 会 謝 金 等 １ ３ ２ 万

４，０００円、食生活改善推進事業補助金１０万

円が主なものでございます。 

 次に、下の段、事項、地域医療対策費では、救

急医療を含む地域医療施設や医療従事者確保に関

する経費並びに国民健康保険直営診療施設勘定特

別会計への繰り出しに係る経費４億１，４２３万

６，０００円をお願いしてあります。 

 表中、右側の経費の主な内容でございますが、
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在宅当番医制運営委託など一次救急及び救急医療

施設等運営補助金など二次救急医療体制の維持、

充実を図る施策のほかに医師確保対策関係事業と

して、上から２行目の県医師修学資金貸与事業負

担金、下から２行目の甑島地域医療従事者等奨学

資金貸与金のほか、国民健康保険直営診療施設勘

定特別会計への繰出金をお願いしております。 

 経費の主なものは、健康診査等医師及び歯科医

師報酬、妊婦・乳幼児健診委託、コウノトリ支援

事業補助金、こしき子宝支援事業補助金、妊婦健

康診査補助金、未熟児養育医療事業、未熟児訪問

指導が主なものでございます。 

 ここで、養育医療について御説明いたしますの

で、市民福祉委員会資料の１１ページをお開きく

ださい。委員会資料の１１ページでございます。  このほか、甑島地域の医療従事者等の確保を目

的に、甑島地域医療従事者等奨学資金貸与者を対

象とした、甑島地域の保健医療福祉関連施設の視

察をしてもらう関連施設従事希望者現地視察事業

も措置しております。 

 地域主権一括法による母子保健法に基づく低体

重児の届け出受理、未熟児の訪問指導、養育医療

助成の事務が、平成２５年４月１日に県から市に

移譲されることで発生する事務でございます。未

熟児は諸機能に種々の欠陥があり、また疾病にか

かりやすいため、出生後速やかに適切な処置をす

る必要があるため、家庭内で養育できる状態にな

った未熟児について訪問指導を行い、育児の支援

を訪問指導のほうではいたします。 

 なお、事業概要につきましては、別冊の当初予

算概要４３ページ下の段から４５ページに掲載し

てございますので、御参照ください。 

 次に、１２５ページでございます。 

 ４款１項２目保健センター管理費では、すこや

かふれあいプラザ管理費の事業費は１，３３１万

５，０００円をお願いしております。すこやかふ

れあいプラザの維持管理に係る経費でございます。 

 また、未熟児養育医療の給付は、医療を必要と

する未熟児に対して、養育に必要な医療給付を行

います。これまで保健所で行っておりました。実

績につきましては表のとおりでございます。養育

医療に係る市の負担は１２ページのとおりでござ

います。 

 経費の主な内容は、すこやかふれあいプラザ管

理人３人の報酬、館内清掃業務委託と維持補修費

として修繕費が主なものでございます。 

 次に、下の段、保健センター管理費の事業費は

１，５６９万７，０００円をお願いしてあります。

樋脇、入来、東郷、祁答院、上甑の保健センター

及び下甑健康管理センターの維持管理に係る経費

でございます。 

 給付の流れ等についてのフロー図は１２ページ

に掲げたとおりでございますので、お目通しいた

だきたいと思います。 

 ここで、先ほど部長のほうからもありました歯

科保健対策について御説明いたします。 

 経費の主な内容は、樋脇保健センター空調設備

点検委託、祁答院保健センター及び上甑保健セン

ター共同アンテナ維持負担金が主なものでござい

ます。 

 学童期のフッ化物洗口を行い、効果的な歯科保

健対策を推進するため、検討会を設置し、各団体

と協議しながら進めていこうとするものでござい

ます。 

 次に、１２６ページでございます。  済みません。このフッ化物については資料はつ

けておりません。  ３目保健指導費では、事項、保健指導費の事業

費５９２万５，０００円をお願いしております。

保健事業に係る健康管理システム及び保健指導等

の向上に係る経費でございます。 

 平成２４年度から３年間のモデル事業として実

施いたしました。平成２４年度では９校に説明を

行い、実施する運びに、陽成小、平成中がなって

おります。平成２５年度につきましては２０校に、

平成２６年度につきまして、さらに２０校に説明

会を行う予定にしております。 

 経費の主な内容は、健康管理システム保守管理

委託、健康管理システム賃借料、北薩地区地域保

健活動連絡協議会負担金、県地域歯科保健連絡協

議会負担金が主なものでございます。  それでは、また調書に返っていただきまして、

１２７ページをお開きください。  次に、下の段、母子保健事業費の事業費は１億

５，０６２万１，０００円をお願いしてあります。

３～４カ月児の健康診査を初めとする各種母子保

健事業に係る経費であります。 

 事 項 、 健 康 増 進 事 業 費 の 事 業 費 は １ 億

３，６２７万２，０００円をお願いしております。

がん検診等を初めとする各種検診等に係る経費で
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ございます。 

 経費の主な内容は、行政事務嘱託員、がん検診

等の委託が主なものでございます。 

 ここで、がん対策等について御説明いたします

ので、済みません、また委員会資料を見ていただ

きまして、１３ページでございます。１３ページ

をごらんください。 

 まず、本市の標準化死亡比をお示しいたしまし

た。これは標準的な年齢構成にあわせて死亡率を

見ております。全国を１００としまして、

１００を超えると死亡率が高いということになり

ます。本市は、男性の肺がんと男女の脳卒中が

１００を超えております。平成２４年度のがん健

診の受診率は表のとおりでございます。 

 １４ページをごらんください。 

 受診率向上の新規の取り組みといたしまして、

平成２５年度は３９歳と５９歳を対象とした健康

教室を開催し、健康づくりの意識啓発を行う中で、

がん健診の重要性について周知する予定でござい

ます。特に肺がんについて、禁煙対策を中心に周

知を行う予定でございます。 

 １５ページをごらんください。 

 市単独で実施しておりますがん検診につきまし

ては、予算軽減のため、自己負担額を表のとおり

増額させていただく予定でございます。 

 それでは、済みません、また調書のほうに移っ

ていただきまして、１２７ページです。 

 ４款１項４目予防費では、事項、感染症等予防

費の事業費は２億６，８３２万３，０００円をお

願いしております。風疹や麻疹、子宮頸がんを初

めとする各種感染症の予防及び予防接種に係る経

費でございます。 

 経費の主なものは、看護師業務嘱託員と麻疹・

風疹混合ワクチンの購入、医療機関への予防接種

委託が主なものでございます。 

 ここで、子宮頸がん等の予防接種の定期化につ

いて御説明いたしますので、済みませんが、また

委員会資料をあけていただきまして、１０ページ

をごらんください。１０ページでございます。 

 平成２３年４月１日から任意接種といたしてお

りました子宮頸がん・ヒブ小児用肺炎球菌予防接

種が、平成２５年４月１日から定期の予防接種と

なりました。定期となりますと、もしもの事故の

場合に手厚い救済が受けられるという利点がござ

います。公費負担の割合につきましては、３ワク

チンにつきましては、補助金と地方交付税で９割

でしたので、市の負担は１割でした。ここにつき

ましては市の負担は変わりません。 

 今回、これまでほかの定期予防接種につきまし

ては、地方交付税が２～３割で、残りを市で負担

しておりましたので、ここを９割、地方交付税と

いうことになりますので、このことが市の負担が

軽減されるということになります。 

 今後も、予防接種の接種率向上に努めてまいり

たいと思います。 

 済みません。調書の１２８ページをごらんくだ

さい。１２８ページでございます。 

 ５款１項１目労働諸費、緊急雇用創出事業臨時

特例基金事業費のうち市民健康課分は、介護予防

評価事業費で４７９万７，０００円お願いしてあ

ります。緊急雇用創出事業に伴う介護予防業務嘱

託員の人件費でございます。 

 事業概要として、介護予防事業を推進するため

に、要介護状態となるおそれの高い高齢者につい

て、事業不参加の実態調査及び平成２４年度に行

いました高齢者の基本チェックリストを返信して

いただかなかった高齢者の把握の調査、また、事

業への参加勧奨を行うとともに、現在実施してい

る事業の評価を行うものでございます。 

 以上で、市民健康課に係る歳出の説明を終わり

ます。 

○委員長（江口是彦）済みません。説明の途中

でありますが、歳入については午後から再開して

からお願いしたいと思います。 

○市民健康課長（柿元美津江）わかりました。 

○委員長（江口是彦）では、ここで休憩したい

と思います。 

 再開は、おおむね午後１時を予定しております。

お願いします。 

～～～～～～～～～ 

午後０時 ３分休憩 

～～～～～～～～～ 

午後０時５８分開議 

～～～～～～～～～ 

○委員長（江口是彦）休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 市民健康課長の説明、お願いします。 

○市民健康課長（柿元美津江）よろしくお願い

いたします。 

 続きまして、市民健康課に係る一般会計歳入予

－22－ 



算について御説明申し上げます。 

 予算調書の２５ページをお開きください。

２５ページでございます。 

 １ ３ 款 ２ 項 ２ 目 衛 生 費 負 担 金 １ ５ ８ 万

６，０００円でございます。権限移譲による未熟

児養育医療負担金でございます。 

 １４款１項３目衛生使用料、予算額６３万

８，０００円でございます。すこやかふれあいプ

ラザ及び樋脇保健センターの施設使用料並びに電

柱、自動販売機等の行政財産使用料でございます。 

 次に、１５款２項３目衛生費補助金、予算額

７２５万２，０００円であります。これは、女性

特有のがんである乳がん、子宮がん及び大腸がん

の検診に係る疾病予防対策事業費等の補助金でご

ざいます。 

 次に、１６款１項２目衛生費負担金、予算額

１，２６８万４，０００円でございます。これは

未熟児養育医療費の県の負担金でございます。 

 次に、１６款２項３目衛生費補助金、予算額

１，４４６万４，０００円でございます。 

 これは、予防接種健康被害調査委員会補助金、

予防接種事故救済補助金、糖尿病や高血圧等の健

康教育、骨粗しょう症・肝炎ウイルス・歯周疾患

等の健康診査などに対する健康増進事業費補助金、

地域自殺対策緊急強化事業補助金、離島地域出産

支援事業補助金、共同利用型病院運営事業補助金、

鹿児島県地域振興推進事業補助金でございます。 

 次に、１６款３項３目衛生費委託金、予算額

２３万４，０００円で、理学療法士等の免許申

請・更新等、権限委譲事務の委託金でございます。 

 次に、２１款２項４目、予算額１２２万

３，０００円であります。これは、共同封筒広告

料、コピー代実費収入、私用電話料、樋脇保健セ

ンター等の光熱水費等実費収入、すこやかふれあ

いプラザの電気・水道料実費収入金であります。 

 次に、債務負担行為について御説明いたします。 

 恐れ入りますが、各会計予算書予算に関する説

明書の８ページをごらんください。８ページでご

ざいます。 

 第２表債務負担行為、下から３行目、甑島地域

医療従事者等奨学資金貸与事業は、医師１名、看

護師等１名、計２名分の平成３６年度までの債務

負担行為を設定させていただいております。 

 平成２５年度は、医師１名、その他１名、現在

の予算は２５０万円でございます。また、平成

２６年から平成３６年まで２，１６０万円でござ

います。 

 以上で、市民健康課に係る一般会計歳入予算の

説明を終わります。よろしく御審議賜りますよう

お願いいたします。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（井上勝博）市民福祉委員会資料の

１５ページの検診の自己負担金についてなんです

が、他市の例からすると、確かに薩摩川内は安か

ったんだなと。また、乳がん検診についても、

３０歳は鹿屋、霧島の実施がなかったんだなとい

う、すぐれた面というのはあるんですが、しかし、

検診を広げて、早期発見、早期治療という点では

非常に大事なものなので、自己負担額を引き上げ

るというのは、それからすると逆行しているなと

思うんですが、このことによって、要するに市の

財政がどれだけ負担が少なくなるのかということ

については、どういう計算をしているわけですか。 

○市民健康課長（柿元美津江）まずもって、こ

こで言っております検診につきましては、国・県

がしなさいよと言っている検診ではなくて、薩摩

川内市独自の検診で、この項目はあったというこ

とを御理解をいただきたいと思います。 

 したがいまして、鹿屋、霧島、実施してないも

のもあり、あるいは実施していても、私どもより

も少し高かったりというものがありましたので、

そういうものであったというのをまず御理解をい

ただきたいというのと、特に３０代の乳がんにつ

きましては、４０代から実際やるんですが、

３０代につきましては、検査の仕方も違って、実

は超音波検査、３０代は乳がんはしないといけな

くて、４０歳から以上がマンモグラフィーという

のを検査するということになっておりまして、そ

この検査の仕方も違うというようなこと等もあり

まして、この３０代は、もうやめたほうがいいの

かなというような検討もあったんですけれども、

今ほど、井上委員からあったように、やっぱり重

要な検査なんではないだろうかと。そこからもが

んの人も１名ではございますが、見つかっている

という経緯等もありまして、そこにつきましては

残したという経緯がございます。 

 細かな数字につきましては、いましばらくお待

ちください。 
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○市民福祉部長（中川 清）数字については後

ほど計算したものを委員会のほうにはお出しした

いと思いますが。 

 私どもの議論としては、財政運営プログラム、

初年度になるわけですので、その金目ベースで幾

ら削減ができるとか、そういう議論ではなくて、

まず姿勢として、ほかの市を見た上で、もう少し

充実すべきところ、あるいは見た場合に、一定の

効果もあったし、あるいは比較した場合も、その

減免の措置というのが大きいものについては、そ

こを少しならしてから平準化した後に、その次の

また議論というものをすべきだということで、こ

この中では、今ほど申し上げましたとおり、幾ら

削減効果が少ないから、今のままでいいとか、そ

ういう議論ではなくて、やはり初年度としてはし

っかり、そこの部分は議論をしてきたつもりです。 

 それから、乳がん検診については、これは女性

５０人委員会の御意見もあって、創設をしたもの

もありますので、この分については、もう少し検

証の余地が、時間が必要じゃないいかということ

で引き上げだけにとどめておりますが、これも効

果次第では、今後については、この鹿屋、霧島が

やってないと。４０代から実施をされているんだ

と思いますが、ここの３０から４０未満の分につ

いての今後の議論というものも引き続き検討して

いきたいというふうには思っております。 

 資料のほうについては、後ほど資料としてお出

しをしたいと思います。 

 以上です。 

○委員（井上勝博）かつて、今塩屋委員の友達

で、若くして乳がんになって、早期発見できなか

ったために、小さいお子さんを持ちながら亡くな

ったというケースがあって、非常に心を痛めるこ

とがあったんですけども、やっぱりできるだけ検

診については負担を軽くして、できれば無料にし

て、逆にそういう医療費を上げない効果があるわ

けですので、流れを逆にしないというようにして

いただきたいというふうに思います。 

○市民福祉部長（中川 清）基本的に、健康は

自分で守るというのが原則ですので、診断という

のは、当然自己負担で全額やるというのが、健康

診断はやるべきところを市のほうで助成をして、

そこの軽減措置をとっているということですので、

その軽減の割合がどうあるべきかという部分は、

全体のやはり財政の中で議論をし、そういった状

況であることも市民の皆さん方にも御理解いただ

くというようなことも必要ではないかというふう

に思っております。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第５９号一般会計予算に係る審査

を一時中止します。 

────────────── 

   △議案第７１号 平成２５年度薩摩川内市

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予

算 

○委員長（江口是彦）次に、議案第７１号平成

２５年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘

定特別会計予算を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○市民健康課長（柿元美津江）で専門職に説明

をさせていただきます。 

○専門職（宍野克己）それでは、議案第７１号

平成２５年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施

設勘定特別会計の説明をいたします。 

 今回は、従来の予算調書でなく、市民福祉委員

会資料で説明をさせていただきますので、市民福

祉委員会資料の１８ページをお開きください。 

 まず、表がございますが、表の下のほうの歳出

のほうから説明をいたします。 

 歳出のほうの上のほう、総務費は診療所の管理

運営に関する経費で、職員の人件費や施設の維持

補修費、医師の資質向上のための研究・研修の費

用などでございます。 

 平成２５年度は６億４７７万円で、前年度比較

では３，３１２万４，０００円の増額となってお

ります。増額の主な要因は、表の下の（１）予算

増の主な要因にもありますとおり、国民健康保険

特別調整交付金を活用し、耐用年数の経過した電

子カルテシステムの機能を含むレセプトコンピ

ュータ２０台を更新するための費用を備品購入費

に２，７３３万２，０００円計上したことによる

ものでございます。また、人件費は、6診療所の職

員、嘱託員、臨時職員、計８５名分の４億

７，５８７万円であり、前年度とほぼ同額でござ

います。 

 次に、医業費でございますが、これは、医療機

器の更新費用や検査業務等の委託費用及び医薬品
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の購入費用、入院患者の給食費用などでございま

す。 

 平成２５年度は３億２，４０４万２，０００円

で、前年度比較では１，８６３万１，０００円の

増額となっております。 

 増額の主な要因は、平成２４年度より入院施設

を再開した上甑診療所の医薬品費を１，０００万

円増額したほか、各診療所の使用実績による見直

しで、前年度に比べ、医薬品費を１，７１７万

６，０００円増額したことによるものでございま

す。 

 次に、公債費でありますが、これは起債の償還

のための費用であります。平成２５年度は

１，５１４万８，０００円で、前年度比較では

４７０万５，０００円の減額となっております。 

 次の予備費でございますが、緊急的な対応のた

めの費用で、前年度と同額の３００万円を措置し

ております。 

 歳出の合計は９億４，６９６万円となっており

ます。 

 次に、歳入でありますが、表の上のほうでござ

います。主なものを御説明申し上げます。 

 ま ず 、 診 療 収 入 で ご ざ い ま す が ５ 億

２，５２１万円を見込んでおり、前年度比較では

２，０５３万９，０００円の増額となっておりま

す。増額の主な要因は、上甑診療所に平成２３年

７月から常勤医が赴任、平成２４年４月から入院

施設を再開したことにより、診療収入を増額した

ものでございます。 

 次に、上から５行目の繰入金でございますが、

４億１，１３５万４，０００円で、前年度比較で

は２，６８６万９，０００円の増額となっており

ます。 

 内容といたしましては、国保事業から繰入金が

５，７７１万１，０００円で２，０４７万

１，０００円の増額、一般会計からの繰入金が

３億５，３６４万３，０００円で６３９万

８，０００円の増額となっております。 

 平成２５年度の予算規模は、歳出と同額の９億

４，６９６万円で、前年度比較では４，７０５万

円の増額となっております。 

 次のページをお開きください。 

 平成２５年度の主な事業について御説明いたし

ます。 

 甑島の診療所において、医師及び看護師等の医

療従事者の確保が大きな問題となっておりますが、

①、②のとおり、臨時医師や代診医を確保する経

費を合わせて５３９万３，０００円、また、③は、

長浜診療所及び手打診療所の診療業務を支援する

経費として８４０万円を計上しております。 

 また、関連事業といたしまして、参考にありま

すように、一般会計において、甑島地域医療従事

者等奨学資金貸与事業や奨学資金の貸与者に、甑

島の医療福祉関連施設を見学してもらい、貸与者

の確実な確保につなげる関連施設従事希望者現地

視察事業、また、診療所の経営改善を図るため、

看護師研修会や診療報酬明細書点検指導事業を行

う診療所職員スキルアップ事業などを措置してお

ります。 

 また、別冊の予算調書につきましては、歳入が

３２６ページの入院収入から３３２ページの雑入

にかけて、歳出が３３３ページの一般管理費から

３３７ページの予備費にかけて、事項の内容、経

費の主な内容を記載してございますので、お目通

し願いたいと思います。 

 事業概要につきましては、別冊の当初予算概要

の４５ページの下の鹿島診療所医師確保事業から

４７ページの上の段、診療業務支援事業に掲載し

てありますので御参照願いたいと思います。 

 なお、市民福祉委員会資料別冊３の６ページに、

歳入・歳出における予算費目の解説も掲載してあ

ります。 

 以上で、平成２５年度薩摩川内市国民健康保険

直営診療施設勘定特別会計予算の説明を終わりま

す。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。御質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）討論はないと認めます。 

 採決します。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○委員長（江口是彦）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

   △所管事務調査 

○委員長（江口是彦）次に、所管事務調査に入

ります。 

 当局の報告を求めます。 

○市民健康課長（柿元美津江）特にございませ

ん。 

○委員長（江口是彦）これより市民健康課の所

管事務について質疑に入ります。 

 御質疑願います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑はないものと認めま

す。 

 ここで協議会に切りかえます。 

～～～～～～～～～ 

午後１時１８分休憩 

～～～～～～～～～ 

午後１時２０分開議 

～～～～～～～～～ 

○委員長（江口是彦）ここで本会議に戻します。 

 以上で、市民健康課の審査を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 

   △保険年金課の審査 

○委員長（江口是彦）次に、保険年金課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（江口是彦）まず、市民福祉部長に概

要説明を求めます。 

○市民福祉部長（中川 清）保険年金課の予算

概要について御説明をいたします。 

 一般会計におきましては、医療費の増によりま

す後期高齢者医療広域連合会への負担金の増や、

国民健康保険事業特別会計の安定的な運営を確保

するための繰出金のほか、拡充事業としましては、

本委員会資料の２ページの１１番になりますが、

後期高齢者の重複・頻回受診者訪問指導事業

８２万４，０００円を計上しております。 

 １ページをお開きください。 

 特別会計欄の国民健康保険事業特別会計につき

ましては１２３億１，２４３万円を計上しており

ます。医療費の増によりまして、前年より約

６，６００万円の増となっております。 

 新規事業としましては、３ページの２４番に記

載しておりますが、糖尿病性腎症重症化予防事業

としまして４４１万円を計上しております。 

 特定健診未受診者対策として、昨年に引き続き

コールセンター委託約３４０万円を計上し、未受

診者への働きかけを積極的に行うことといたして

おります。 

 １ページにお戻りください。 

 後期高齢者医療事業特別会計につきましては、

１１億３５４万円を計上しております。被保険者

の増によります後期高齢者広域連合納付金の増に

より、前年対比約１，７００万円の増となってお

ります。 

 以上で予算概要の説明を終わります。 

○委員長（江口是彦）ここで審査を一時中止し

ておりました議案第５９号一般会計予算を議題と

します。 

 当局の補足説明を求めます。 

○保険年金課長（中村 真）それでは、議案第

５９号平成２５年度薩摩川内市一般会計予算のう

ち保険年金課分について御説明いたします。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 予算書は、７３、８４、８５ページになります

が、事業内容は予算調書により説明をさせていた

だきたいと思いますので、予算調書の１２９ペー

ジをお開きいただきたいと存じます。１２９ペー

ジでございます。 

 まず、１２９ページの上段でございます。 

 事項、国民年金事務費については、国民年金事

務に係る業務を行うための経費で、窓口業務嘱託

員１名の報酬、一般職員２名分の給与費、臨時職

員に係る賃金などの人件費と、老齢基礎年金等の

裁定請求や被保険者異動処理及び相談業務などに

要する事務経費でございます。 

 次に、下の表になります。 

 事項、国民健康保険対策費については、国民健

康保険事務事業に係る経費で、窓口業務嘱託員

１名の報酬、一般職員１６名の給与費等の人件費

ほか国保基盤安定負担金などの国民健康保険事業

特別会計繰出金等でございます。 

 なお、繰出金については法令等で定められた法

定繰出金６億４，４５５万円と、国民健康保険事

－26－ 



業特別会計の財政支援分として法定外繰出金２億

５，０００万円を計上しております。 

 次に、予算調書の１３０ページをお開きくださ

い。 

 事項、後期高齢者医療対策費においては、後期

高齢者医療事務事業に係る経費を計上するもので、

保険証等発送業務委託や長寿健診委託料、保険基

盤安定分の後期高齢者医療事業特別会計への繰出

金などを計上しております。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、返

っていただきまして、２７ページをお開きくださ

い。２７ページでございます。 

 １行目の１５款１項２目衛生費負担金では、主

なものは、節、国民健康保険医療助成費負担金で、

国民健康保険被保険者の軽減措置に対する国の負

担分でございます。 

 次の１５款３項２目民生費委託金では、国民年

金事務に係る経費に対し、国から交付される事務

費交付金でございます。 

 次の１６款１項２目衛生費負担金では、主なも

のは、節、国民健康保険医療助成費負担金であり、

これは国民健康保険被保険者の軽減措置に対する

県の負担分でございます。 

 また、次の後期高齢者医療助成費負担金は、後

期高齢者被保険者の軽減措置に対する県の負担分

でございます。 

 次の２１款５項４目雑入では、主なものは、後

期高齢者の長寿健診に対する鹿児島県後期高齢者

広域連合からの補助金１，５５４万３，０００円

などでございます。 

 次に、事業の変更や新規事業等について、その

概要を説明させていただきたいと存じますので、

市民福祉委員会資料別冊１として提出をさせてい

ただいております。別冊１の１ページをお開きい

ただきたいと存じます。別冊１の１ページでござ

います。 

 まず、１の国民健康保険特別会計への財政支援

については、先ほどの説明の中で申し上げました

ので、御参照いただきたいと存じます。 

 次に、２、４款１項７目後期高齢者医療対策費

に関しまして、拡充として、重複・頻回受診者訪

問指導事業について増額をしております。これは、

被保険者の中には医療機関等へ重複して、あるい

は頻繁に受診される方がおられ、こういった方々

に対して訪問し、同一症状での複数の病院を受診

しない、あるいは必要以上の受診を控えるよう促

すことで、受診状況の改善を行い、ひいては高騰

する医療費の抑制を図ろうとするものでございま

して、２ページをお開きいただきたいと存じます

が、２ページの（１）予算額の推移という表の中

にありますように、平成２４年度訪問回数２０回

だったものを、平成２５年度は８０回以上の訪問

回数にふやし、医療費の削減効果を高めようとす

るものでございます。 

 以下の記載内容については、御参照いただきた

いと存じます。 

 以上で、一般会計予算に係る保険年金課分の説

明を終わります。よろしく御審議賜りますようお

願いいたします。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑はないものと認めま

す。 

 ここで、議案第５９号一般会計予算に係る審査

を一時中止します。 

────────────── 

   △議案第７０号 平成２５年度薩摩川内市

国民健康保険事業特別会計予算 

○委員長（江口是彦）次に、議案第７０号平成

２５年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計予

算を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○保険年金課長（中村 真）それでは、議案第

７０号平成２５年度薩摩川内市国民健康保険事業

特別会計予算について、御説明いたします。 

 予算書は３４１ページから３８４ページに、予

算調書は３０１ページから３２５ページになって

おります。 

 なお、保険年金課の各特別会計につきましては、

費目が多岐にわたり予算書では多ページになりま

すので、説明用としまして、先ほど一般会計の事

業説明でも使用させていただきました市民福祉委

員会資料別冊１に取りまとめてございますので、

主に本資料を使って説明させていただきたいと思

いますので、御了承いただきたいと存じます。 

 国保特別会計については、市民福祉委員会資料

別冊１の３ページ以降になります。 

 また、歳入の国民健康保険税の関係につきまし
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ては、税務課から説明させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、６ページをお開きください。 

 次に、７款１項共同事業拠出金は、高額医療の

多発による国保財政への影響を緩和するため、

８０万円以上を都道府県間で、３０万円以上

８０万円未満を県内市町村間で調整するもので、

国保連合会へ拠出するものでございます。 

 それでは、予算内容について御説明申し上げま

す。 

 まず、歳出から説明させていただきますので、

別冊１の５ページをお開きいただきたいと存じま

す。５ページでございます。  次に、８款１項特定健診保健指導事業費は、保

健指導業務嘱託員４名及び特定健診等業務嘱託員

１名の報酬等人件費のほか、特定健診委託料等を

計上しております。 

 １款１項総務管理費は、高齢者受給証等郵送料

や保険証等発送業務委託等の委託料や国保連合会

への負担金及び広報共同事業負担金等が主なもの

でございます。  平成２５年度におきましても、治療中の者の

データを医療機関から提供してもらう特定健診情

報提供事業のほか、事業所健診受診者から情報を

提供いただく事業所健診データ収集事業などに取

り組むこととしております。 

 次の１款２項徴税費は、納付書等の郵送料やコ

ンビニ収納用の納税通知書作成等の業務委託料が

主なものであります。 

 次の１款３項運営協議会費は、国保運営協議会

の委員報酬及び旅費でございます。  次の８款２項１目疾病予防費では、診療報酬明

細書磁気テープ作成業務委託や糖尿病性腎症重症

化予防業務委託等の委託料、人間・脳ドック、温

泉保養補助に要する経費を計上しております。 

 次に、２款１項療養諸費は、疾病、負傷等及び

コルセット、鍼灸等の費用に対する保険者負担分

及び審査支払事務に係る手数料でございます。 

 次の２款２項高額療養費は、一部負担金が高額

となった場合、一定額を超える部分が支給される

高額療養費と前年８月から本年７月までの１年間

の医療保険及び介護保険の自己負担の合計額につ

いて、一定額を超える部分が払い戻されます高額

介護合算療養費を計上しております。 

 なお、糖尿病性腎症重症化予防業務に係る新た

な取り組みについては、後ほど改めて説明をさせ

ていただきたいと存じます。 

 次の４目医療費適正化特別対策事業では、診療

報酬明細書点検業務嘱託員１名、医療費適正化業

務嘱託員１名に係る報酬のほか、医療費通知に係

る郵送料、レセプト点検業務の国保連合会への手

数料やジェネリック医薬品差額通知等業務委託な

どの経費を計上しております。 

 次の２款３項葬祭諸費から２款５項出産育児諸

費については、それぞれの給付費を、それから出

産育児一時金支払手数料を計上しております。 

 次の３款１項後期高齢者支援金拠出金は、後期

高齢者医療制度に係る医療費の４割相当部分を被

保険者数に応じて各保険者が負担する支援金とそ

れに対する事務費負担分で、支払基金に支払うも

のでございます。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 次の３項１目早期介入保健指導事業費は、市民

健康課に執行委託を行い実施しているもので、糖

尿病予防教室に関する経費が主なものでございま

す。 

 次に、４款１項前期高齢者納付金等は、６５歳

から７４歳までの前期高齢者の保険者間の偏在に

よる負担の不均衡を調整するため、各保険者の加

入数に応じて費用負担を調整するものであり、本

市負担分の納付金と事務費分を計上しており、支

払基金に支払うものでございます。  

 次の９款１項基金積立金は、国民健康保険基金

の利子になります。 

 次に、１１款１項償還金及び還付加算金は、過

年度の税等過誤納金の払戻金や国庫支出金等清算

返納金などでございます。 

 次の１１款２項１目直営診療所施設勘定繰出金

は、甑島地域の国保直診の運営に係る赤字補塡分

として交付された調整交付金を施設勘定特別会計

へ繰り出すものでございます。 

 次に、５款１項老人保健拠出金は、老人保健医

療費の精算に係る保険者負担分と事務費負担分で、

支払基金に払うものです。 

 次に、６款１項介護納付金は、介護保険、第

２号被保険者に係る保険者負担分で、支払基金に

支払うものでございます。 

 次の２目一般会計繰出金は、収納率向上特別対

策事業に係る一般会計への繰出金になります。 

 以上が歳出になります。 
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 続きまして、歳入について説明させていただき

ますので、前に返っていただきまして、３ページ

をお開きいただきたいと存じます。 

 次の５款１項前期高齢者交付金は、６５歳から

７４歳までの医療費について、保険者間の偏在に

よる負担の不均衡を調整するため、各保険者の加

入数に応じて費用負担を調整するものでございま

す。 

 まず、税務課から国保税等の説明の後、引き続

き保険年金課分を説明させていただきます。それ

では、税務課から説明をいたさせます。  次に、６款１項県負担金は、国庫負担金と同様

に療養給付費等に係る県負担分でございます。 ○税務課長（大木幹生）税務課でございます。 

 一部収納課の滞納繰越関係もあわせて、本特別

会計の歳入に係る分の国民健康保険税について説

明いたします。 

 次に、７款１項共同事業交付金は、８０万円を

超える高額な医療費の発生に対して都道府県単位

で調整が行われる共同事業交付金と、１件３０万

円以上８０万円未満の医療費について都道府県内

で調整が行われる保険財政共同安定化事業交付金

であり、市町村国保間の保険料の平準化、財政の

安定化を図るため、交付されるものでございます。 

 御案内のとおり、国民健康保険税は、国保事業

の健全な運営を確保するため、重要な財源として

国保税条例に基づいて課税いたしているものであ

ります。 

 一番上の１款１項国民健康保険税、１目一般被

保険者国民健康保険税は、７５歳未満の加入者全

員が対象となる医療給付費分及び後期高齢者支援

分と４０歳から６５歳未満の加入者が対象となる

介護給付費分、それぞれ現年課税分と滞納繰越分

合わせて１６億６，２０９万７，０００円を計上

いたしております。 

 次に、９款１項他会計繰入金では、一般会計か

らの法定繰入金として、保険基盤安定繰入金、財

政安定化支援事業繰入金、出産育児一時金に係る

繰入金を計上しております。 

 また、その他繰入金として、同事業の赤字補塡

分２億５，０００万円を計上しております。 

 続きまして、４ページをお開きください。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税は、退職被

保険者等に係る医療給付費分、後期高齢者支援金

分、及び介護納付金分の現年課税分と滞納繰越分

合わせて１億２，８０７万５，０００円を計上し

ています。 

 １０款１項繰越金は、退職被保険者に係る医療

費の前年度分の実績見込みが少なかったことによ

る療養給付費が本年度へ繰り越されたもの、また、

一般被保険者に係る医療費の前年度分の実績見込

みが少なかったことにより本年度へ繰り越された

ものでございます。  ２款使用料及び手数料、１項手数料、２目の督

促手数料は、国保税未納者に対する督促手数料の

納付見込み額を前年度並みで計上いたしておりま

す。 

 次に、１１款諸収入、３項雑入では、交通事故

の賠償金に係る第三者納付金や過誤調整による医

療機関からの返納金、また、健康教室等の参加者

負担金を計上しております。  以上で歳入に係る税務課及び収納課所管の国保

税関係の説明を終わります。  続きまして、債務負担行為について御説明いた

しますので、予算書・予算に関する説明書の

３８４ページをお開きいただきたいと存じます。

３８４ページでございます。あちこち飛びまして

申しわけございません。 

○保険年金課長（中村 真）引き続きまして、

保険年金課に係る歳入について御説明いたします。 

 ３款１項国庫負担金は、療養給付費等に係る国

庫負担分でございます。 

 次の３款２項国庫補助金は、国庫から支出され

る財政調整交付金で、普通調整交付金と特殊要因

に対して交付される特別調整交付金がございます。

特別調整交付金の内容は、説明欄に記載のとおり

でございますので、御参照いただきたいと存じま

す。 

 債務負担行為につきましては、コンビニ収納に

伴います国民健康保険税納税通知書作成等業務委

託において、平成２６年度、１年間について、限

度額３００万円を設定しておりますが、これは契

約期間が年度をまたがるために設定するものでご

ざいます。 

 次に、４款１項療養給付費交付金は、退職被保

険者分に係る療養給付費等に対し交付されるもの

でございます。 

 続きまして、制度改正及び新規事業等の概要に

ついて説明をさせていただきますので、大変申し

わけございませんが、市民福祉委員会資料別冊
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１に返っていただきまして、８ページをお開きい

ただきたいと存じます。 

 まず、１、平成２５年度国民健康保険制度の改

正等について説明させていただきます。 

 （１）高齢者医療の負担軽減措置につきまして、

７０歳以上７５歳未満被保険者の一部負担金の

１割から２割への見直しについて、本来、制度的

には２割負担でございますが、国の政策として

１割負担としてきていたもので、平成２５年度も

平成２４年度に引き続き、従来どおりの１割負担

とするものでございます。 

 次に、（２）保険税軽減制度に係る特例につい

て。これまで、国民健康保険から後期高齢者医療

制度へ移行したことにより、軽減を受けている世

帯につきまして、国民健康保険の被保険者でなく

なった者を含めて、軽減対象基準額を算定するこ

ととしている措置が時限立法になっていたところ

でございますが、今後についても従前と同様の軽

減措置を受けられるよう、期限を区切らない恒久

措置となったところでございます。 

 次に、（３）世帯割りに係る配慮について。特

定世帯に係る世帯別平等割額を最初の５年間２分

の１軽減する措置がございますが、５年経過いた

しますと２分の１といえども急激に保険税額が上

がりますので、激変緩和の措置として、さらにそ

の後３年間について４分の１を減額する措置を講

ずるものでございます。 

 特定世帯の意味については、米印に記載してご

ざいますので、参考にしていただければと思いま

す。 

 以上が、制度的な変更点になりますが、続きま

して、その下に参考として、現在、国の方で進め

られております社会保障制度改革国民会議の進行

状況について取りまとめております。 

 詳細については、お目通しいただきたいと思い

ますが、これまで６回の会議が持たれております。

資料は４回までを掲載させていただいております。

５回目の会合については、地方３団体へのヒアリ

ング、意見交換が行われ、つい先日、６回目が行

われておりますが、国民会議におけるこれまでの

議論の確認や基本的な考え方の整理に向けた議論

がなされたようでございます。 

 （２）に検討項目として、医療関係分が記載さ

れておりますが、国保や年金などの制度について

も検討課題が抽出され、議論が進められていくも

のと考えております。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 平成２５年度の新規事業等について説明させて

いただきます。 

 ２、疾病予防費で、新規事業、糖尿病性腎症重

症化予防事業として、予算額４４１万円を措置し

ております。 

 本事業につきましては、１、目的にありますと

おり、糖尿病患者がふえてきている今、糖尿病の

重症化を防ぎ、医療費の適正化、ひいては医療費

の増加を抑えることをねらった事業であり、糖尿

病起因で透析に至る患者を早期に保健指導等を行

い、効果的な保健事業を図ろうとするものでござ

います。 

 ２の事業概要でありますが、（１）の対象者に

ありますように、平成２３年度から実施、蓄積し

ておりますレセプトデータを用いて、①から③に

あります医療費分析を行い、２８９人の該当者の

中から、平成２５年度は３０人を抽出して実施し

ようとするものでございます。 

 （２）の事業内容でございますが、まずは、こ

の事業につきまして、医師会を初め関係医療機関

に協力依頼を行い、抽出した該当者には同事業の

案内を行い、参加同意をいただきまして、関係医

療機関に対しては指導内容の報告、該当患者に対

しましては面談等による指導を実施していこうと

いうものでございます。市民健康課の保健師の協

力等をいただきながら進めていくこととしており

ます。 

 １０ページをお開きください。 

 １０ページには、参考としまして、広島県呉市

における先進事例のイメージを掲載しております

ので、御参照いただきたいと存じます。 

 続きまして、１１ページをお願いいたします。 

 ３として、平成２５年度薩摩川内市国民健康保

険事業計画として、１４ページまで掲載をしてお

ります。 

 本計画は、平成２５年度の国民健康保険事業推

進のための計画で、さきに開催しました国民健康

保険運営協議会に報告し、承認をいただいたもの

でございます。 

 内容の詳細については、御参照いただきたいと

存じますが、簡単に概要のみ説明させていただき

ます。 

 １、基本方針とありますが、現在の国民健康保
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険事業を取り巻く状況を説明して、ページ下のほ

うにあります（１）から（６）までの主要施策を

定め、実施していこうとするものでございます。 

 次に、２の具体的対応策については、（１）収

納率向上対策の推進では、収納率の目標を現年度

９１％、滞納繰越分を１３％としております。 

 続きまして、１２ページをお開きください。 

 （２）では、一般会計からの繰り入れによる財

政支援として、先ほど予算説明の中で説明しまし

た内容を記載しております。 

 （３）では、適用の適正化の推進として、従来

方針を継続して実施することとしており、（４）

医療費適正化対策の推進では、従来方針を踏まえ、

ジェネリック医薬品差額通知事業で蓄積するデー

タを分析して、有効かつ効率的な保健指導に生か

す取り組みや、先ほど説明いたしました糖尿病性

腎症重症化予防事業を行うこととしております。 

 次に、（５）特定健診・特定保健指導の推進に

つきましては、第２期特定健康診査等実施計画を

平成２４年度改定させていただいたところでござ

いますが、これをもとに、平成２９年度に特定健

診、特定保健指導とも目標を６０％として、これ

を達成するための取り組みを平成２５年度も実施

していくこととしております。特定健診未受診者

に対する電話勧奨や事業所検診受診者のデータ収

集等を行うこととしております。 

 第２期特定健康診査等実施計画につきましては、

前回の同委員会の中で改定内容について説明をさ

せていただいており、このたび計画書ができまし

たので、別添資料としてお配りしてございますの

で、御参照いただければと存じます。 

 １４ページの下のほうをごらんください。 

 次の（６）国民健康保険直営診療所の運営及び

経営改善の推進については、従来方針を継続して

いくこととしております。 

 以上で国民健康保険事業特別会計の説明を終わ

ります。よろしく御審議賜りますようお願いいた

します。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。質疑はありませんか。 

○委員（井上勝博）予算に関する説明書の中で、

保険税が、昨年度よりも税収を減らしているわけ

ですけれども、それはどういう要因があるのかと

いうことをお尋ねしたいのと、それから、２億

５，０００万円の法定外の繰り入れをしているわ

けですけれども、去年までは３年を見てというこ

とで、３年間というのを一つの期限にしていたわ

けですが、今後については、私は以前から言って

いるように、国保税が余りにも高過ぎるので、軽

減するためにも、保険税を下げるためにも、さら

に繰り入れをしていただきたいということを言っ

てるわけですが、今後についてはどのようにお考

えなのか、この２点についてお願いします。 

○市民福祉部長（中川 清）繰出金の今後の考

え方について回答させていただきますけども。今

の別冊１の１１ページ、基本方針の中の真ん中よ

りちょっと上ですけれども、国の状況を記載をし

てございます。国では、３行ほど抜かしますが、

また書きからですけれども、一体改革大綱では、

消費税引き上げとともに、市町村国保に最大

２，２００億円の公費を追加投入し、低所得者の

保険料への財政支援の強化を行いというふうに記

載がございます。 

 前回の制度設計の中で、平成２４年度までとい

うような一応の目安を説明しましたのは、これは

そのときに後期高齢者医療制度の見直しが言われ

ておりまして、それにあわせて検討するというこ

とに予定をしておったわけですが、これが延びた

関係もございまして、当分の間は、これは継続を

していきたいというふうに考えております。 

 ただ、ここの、いわゆる一体改革の消費税の引

き上げに伴う国の財政支援の内容でありましたり、

あるいは例えば全体の制度設計として、一部、国

保の場合は高齢者だけではないんですけども、高

齢者の加入も多いわけですので、高齢者の全体の

施策の見直し、これは当然財政運営プログラムに

入れておりますが、そういった状況も見ながら検

討をすると。今の段階で何年度まで継続をすると

いうことは回答として持ち合わせておりませんが、

今ほど申し上げましたとおり、国の状況、それか

ら全体の財政運営プログラムの進捗、それから財

政の状況を見ながら、今後検討していきたいとい

うふうに思っております。 

 私どもとしましては、できるだけ長く２億

５，０００万円というものは延ばしていきたいと

いう気持ちはございますが、やはり市全体の財政

の状況を見ながら検討していくことになるという

ふうに思っております。 

 以上です。 
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○税務課長（大木幹生）平成２４年度当初と平

成２５年度当初の国保税が少なくなっているのは

なぜかということなんですが、平成２４年度の見

積もりが若干多かったので、１２月に落としては

いるんですが、この当初予算も１２月の状況で当

初を編成したということです。若干徴収率も下が

っています。 

○委員（井上勝博）要するに平成２４年度が少

なかったので、平成２５年度で調整したというこ

とで、特に、例えば国保の加入率が低くなってい

るとか、そんな要因ではなくて、前年度を見て、

平成２５年度を考えたということですね、確認し

たいんですけど。 

○税務課長（大木幹生）被保険者数も平成

１７年が２万５，０００で、平成２３年度、２万

４，３９０、平成２４年度が２万３，９００と、

だんだん下がってはきております。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きた認めます。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

○委員長（江口是彦）ただいま討論の声があり

ますので、これより討論を行います。 

 まず、本案に反対の討論を許します。 

○委員（井上勝博）最近も国保も払えなくて、

ずっと無保険であるという方ともお話しまして、

それがいわば定着化していると。これは、やっぱ

り国民皆保険という考え方からすると、それが大

きく崩れて、それが固定化しているということに

なってきております。 

 確かに市の財政も厳しいということもわかりま

すし、２億５，０００万円の一般会計からの繰り

入れというのも、従来からすると、こういう繰り

入れをしているということは評価できるわけです

が、ただ、実態として国保税が払い切れないほど

高いということ、そして、固定化して、もう払え

ない人はずっと保険証がないという状態になって

いるということも考えれば、思い切ったそういう

救済策も含めた何らかの検討をしなくちゃいけな

いんではないだろうかということを考えます。 

 よって、今回の国保会計、さらに繰り入れを増

額することを求めて、反対するものであります。 

○委員長（江口是彦）次に、賛成の討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）次に、反対の討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）討論は終結したと認めま

す。 

 ここで採決します。 

 採決は起立により行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに賛成する委員の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○委員長（江口是彦）起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 

────────────── 

   △議案第７３号 平成２５年度薩摩川内市

後期高齢者医療事業特別会計予算 

○委員長（江口是彦）次に、議案第７３号平成

２５年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計

予算を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○保険年金課長（中村 真）議案第７３号平成

２５年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計

について御説明いたします。 

 予算に関する説明書は４４８ページから

４６１ページ、予算調書は３６６ページから

３６８ページになりますが、説明は先ほどと同様、

別冊１で説明させていただきます。 

 まず、歳出から説明いたしますので、１５ペー

ジをお開きください。別冊資料の１５ページでご

ざいます。１５ページの下の段の表をごらんいた

だきたいと存じます。 

 １款２項１目徴収費は、保険料徴収事務に係る

経費を計上しております。 

 次の２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付

金は、保険料と一般会計で受け入れる保険基盤安

定化県負担金を広域連合へ納付するものでござい

ます。 

 次の４款１項１目保険料還付金は、前年度保険

料の還付金等に係るものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、上の段の表をごらんいただきたいと存じます。 

 １款１項後期高齢者医療保険料では、特別徴収

分５億２８１万５，０００円と普通徴収２億
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１，９０９万５，０００円を計上しております。 

 後期高齢者医療被保険者の約７０％が特別徴収

であり、約３０％が普通徴収となっております。 

 なお、広域連合では、現年分の収納率を９９％

を見込んでおります。 

 次に、４款１項２目保険基盤安定繰入金は、低

所得者に係る保険料軽減に対する公費補塡分であ

り、一般会計で受け入れるため、繰入金として繰

り入れるものでございます。 

 次に、６款２項１目保険料還付金は、前年度の

保険料還付金として、広域連合から受け入れるも

のでございます。 

 以上で、後期高齢者医療事業特別会計について

説明を終わります。よろしく御審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（井上勝博）９９％の保険料徴収率とい

うことで、これは年金から天引きするわけですか

ら、ほぼ１００％なんですが、普通徴収分がある

わけですよね。この普通徴収分でどのぐらいの人

たちが、現在滞納になっているのか、その辺につ

いてちょっと状況をお聞かせ願いますか。 

○保険年金課長（中村 真）グループ長に答弁

させます。 

○高齢者医療グループ長（山元 茂）ただい

まの御質問ですけれども、滞納者の数につきまし

ては、２月現在におきまして８４名となっており

ます。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

○委員長（江口是彦）ただいま討論の声があり

ますので、これより討論を行います。まず、本案

に反対の討論を許します。 

○委員（井上勝博）後期高齢者医療制度につい

ては、誕生したときに高齢者の方々の猛反発があ

って、そしてその後の民主党が廃止するというこ

とによって政権交代、それが主な要因というか、

非常に大きな要因として政権交代のきっかけにも

なったものだったわけですが、その民主党が廃止

という公約を守れず、引き続きこれを存続させて

いると。 

 なぜこういうものが設けられたのかということ

について、高齢者の医療費を抑制するということ

が主な目的になっているわけです。そして、年金

からの天引きという以外の方々の滞納が８４人も

出てきているということも非常にゆゆしき事態が

つくられてきているということで、引き続きやっ

ぱり後期高齢者医療制度は廃止の声というのは、

国民の間ではあるというふうに思います。 

 よって、特別会計そのものに反対いたします。 

○委員長（江口是彦）次に、賛成の討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）反対の討論はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）討論は終結したと認めま

す。 

 採決します。 

 採決は起立により行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに賛成する委員の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○委員長（江口是彦）起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 

────────────── 

   △所管事務調査 

○委員長（江口是彦）次に、所管事務調査に入

ります。 

 当局の報告を求めます。 

○保険年金課長（中村 真）それでは、保険年

金課関係の事業について御説明いたしますので、

市民福祉委員会資料別冊１の１６ページをお開き

いただきたいと存じます。１６ページでございま

す。 

 まず、１の国民年金制度関係について御説明い

たします。 

 （１）平成２５年度の国民年金保険料は、月額

１万５，０４０円となっております。これは、そ

こに記載のとおりではございますが、平成１６年

の改正で決まりました保険料額に、物価や賃金の

変動を加味して決定されることになっており、平

成２５年度は記載の額となっております。 
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 次に、（２）平成２５年度国民年金支給額につ

いては、平成２４年度の全国消費者物価指数が前

年平均と同水準であったことから、４月から９月

までは据え置かれますが、１０月以降については、

特例水準の解消に伴い、１％の減額がなされるこ

ととなっております。 

 次に、（３）平成２５年度の国民年金制度改正

については、①の基礎年金国庫負担２分の１関係

といたしまして、平成２４年度及び平成２５年度

について、国庫の財源の負担割合に関するものと、

国民年金保険料の免除期間に関する内容、それか

ら②の特例水準の解消関係としまして、老齢基礎

年金等の年金額の特例水準について、世代間公平

の観点から、平成２５年度から平成２７年までの

３年間で解消されるというような内容のものでご

ざいます。 

 続きまして、１７ページをお開きいただきたい

と存じます。 

 ２として、短期被保険者証、資格証明書の交付

状況について、国民健康保険、後期高齢者医療保

険について掲載してございますので、御参照いた

だければと存じます。 

 以上で所管事務調査に係る説明を終わります。

よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の報告があ

りましたが、これより保険年金課の所管事務につ

いて質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（井上勝博）月額が１万５，０４０円で、

対前年度６０円の引き上げと。その理由として、

物価や賃金への変動ということになっていますが、

物価指数が下がっているということで、いろいろ

問題が出てきているわけですが、これはどういう

ことなのかなと。賃金だって決してふえてはいな

いのに、保険料だけが上がるというのは、なぜ何

だろうかというのは何かわかるんでしょうか。 

○保険年金課長（中村 真）課長代理のほうに

答弁させます。 

○保険年金課長代理（上野博文）今御質問があ

りました物価が変わらないのに、なぜ年金の保険

料額だけ上がっているのかということに対する御

質問でしたけれども、一応、ここの保険料の計算

というのが、そこの（１）に書いてありますよう

に、平成１６年の制度改正で、一応毎年２８０円

ずつ保険料を上げていくということで、額が一旦

定められております。 

 それに対して、一応そこの四角で囲んでありま

すところにあるように、毎年度の実際の保険料額

というのは、１６年の改正で決められた保険料額

に保険料改定率を掛けて算出するということで、

ただ、ここの保険料改定率というところに出てく

る、括弧の米印にありますけれども、物価変動率、

それから実質の賃金変動率というのは、これの前

年の物価に対していいますと、前年の物価指数を

もとにするのではなくて、３年前の物価指数に対

する前々年度の物価指数の比率をもとに算出する

関係で、一応今回引き上げをざるを得ない結果に

なったということで御理解していただきたいと思

います。 

○委員（井上勝博）市が決めているわけではな

く、政府の決めたことですよね。それで、毎年

２８０円ずつ上げることで、定額で上げるという

ことを決めていたけど、今回は物価や賃金のこと

を加味して、２８０円が６０円になったと、そう

いうことですか。わかりました。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で保険年金課の審査を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 

   △障害・社会福祉課の審査 

○委員長（江口是彦）次に、障害・社会福祉課

の審査に入ります。 

────────────── 

   △議案第３８号 薩摩川内市重度心身障害

者医療費の助成に関する条例及び薩摩川内

市障害認定審査会の委員の定数等を定める

条例の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（江口是彦）まず、議案第３８号薩摩

川内市重度心身障害者医療費の助成に関する条例

及び薩摩川内市障害認定審査会の委員の定数等を

定める条例の一部を改正する条例の制定について

を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）それで

は、議案第３８号薩摩川内市重度心身障害者医療

費の助成に関する条例及び薩摩川内市障害認定審

査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正す
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る条例の制定について説明いたします。 

 議会資料の２ページをお開きください。 

 国の障害者制度改革推進本部等における検討を

踏まえて、法の題名（名称）が、「障害者自立支

援法」から「障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律」、通称障害者総合支

援法と呼ばれておりますけれども、名称が変更さ

れたことに伴いまして、同法を引用する「薩摩川

内市重度心身障害者医療費の助成に関する条例」

及び「薩摩川内市障害認定審査会の委員の定数等

を定める条例」の一部を改正するものでございま

す。 

 以上です。よろしく御審議賜りますようお願い

いたします。 

○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論・採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）討論はないと認めます。 

 採決します。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

   △議案第５９号 平成２５年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（江口是彦）ここで審査を一時中止し

ておりました議案第５９号一般会計予算を議題と

します。 

 まず、市民福祉部長に概要説明を求めます。 

○市民福祉部長（中川 清）障害・社会福祉課

の予算の概要について御説明をいたします。 

 障害・社会福祉課につきましては、国の制度改

正等によりまして、障害福祉サービス、これの拡

充がなされまして、障害者自立支援給付費が約

４億６，５００万円増、これは冒頭で申し上げま

したが、平成２４年度１２月補正予算現計では

１億６，０００万円でございますが、当初予算で

は約４億６，５００万円増となっておりまして、

課全体では、前年度比約４億４，６００万円の増

となっております。 

 委員会本資料の２ページで拡充等の事業につい

て説明をいたします。 

 ２ページの１２番以降になりますが、地方主権

改革一括法によります県からの権限移譲により、

社会福祉法人の新規設立及び定款変更の許認可、

指導監査業務を行うこととなりました。また、同

じく県からの権限移譲により、障害児の生活能力

を確保するため、医療費の助成を行う育成医療助

成事業に取り組みます。これの予算は約６００万

円を計上してございます。 

 拡充事業としましては、可愛会、サニーサイド、

薩来園に委託しておりました相談支援センターを、

平成２４年１０月から法の施行もございまして、

虐待防止センター機能及び自立支援協議会事務局

機能を付加した基幹型相談支援センターとして拡

充します。予算は約２，５００万円を計上してお

ります。 

 なお、これにより障害者相談員制度は、平成

２５年度から廃止をいたします。 

 以上、予算の概要の説明といたします。 

○委員長（江口是彦）引き続き当局の補足説明

を求めます。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）歳出予

算について御説明申し上げます。 

 予算調書の１３１ページをお開きください。 

 ３款１項１目社会福祉総務費の社会福祉管理運

営費は、社会福祉事務及び地域福祉推進事業に係

る 経 費 で 、 事 業 費 は ３ 億 ９ ， ４ ６ ６ 万

９，０００円です。 

 主なものは、社会福祉事務嘱託員など２９８人

の報酬、支所の市民生活課職員など２７人分の給

与費、地域福祉計画策定業務負担金、社会福祉協

議会運営補助金等でございます。 

 市民福祉委員会資料の２０ページをお開きくだ

さい。委員会資料の２０ページでございます。 

 先ほど部長が御説明いたしましたけれども、県

からの権限移譲によりまして、社会福祉法人の指

導監査等の業務に取り組むこととなりました。こ

れに要する経費として、指導監査研修旅費と関連

書籍購入費をここに予算計上しております。 

 市内の社会福祉法人数は、現在４１法人ですが、
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施設の指導監査業務は、引き続き県が行うことか

ら、今後も県と連携して業務に取り組んでまいり

ます。 

 次に、予算調書、同じく１３１ページ、下の段、

社会福祉施設管理費９８万９，０００円は、社会

福祉施設の維持管理に係る経費でございます。 

 次のページをお開きください。１３２ページで

す。 

 ３款１項２目身体障害者等福祉費の一般障害者

自立支援事業費６，４８９万６，０００円は、障

害者団体への運営費助成、障害者施設の維持管理、

福祉タクシー等利用料の助成等に係る経費で、主

なものは、職員６人分の給与費、サン・アビリテ

ィーズ川内の指定管理料、障害者計画策定業務委

託料、身体障害者福祉協議会運営補助金、福祉タ

クシー等利用料助成等でございます。 

 同じく１３２ページ、下の段、障害者（児）自

立支援事業費２０億６，１９２万３，０００円は、

障害福祉サービス及び障害福祉サービス利用料助

成等に係る経費で、主なものは、障害認定訪問調

査相談業務嘱託員３人と育成医療嘱託医の報酬、

介護給付費、自立支援医療費等補助事業扶助費で

ございます。 

 ここで、また市民福祉委員会資料の２１ページ

をお開きください。 

 自立支援医療には、更生医療、育成医療、精神

通院医療とございますが、これまで経費負担があ

りましたのは更生医療のみだったんですけれども、

県からの権限移譲によりまして、育成医療助成事

業にも取り組むこととなりました。 

 医療費助成の仕組みとしては、自立支援医療は、

原則医療費の１割が自己負担となっておりますけ

れども、中学校終了までは、その自己負担分も、

子ども医療費助成対象となり、無料となります。 

 委員会資料、次のページ、２２ページの６にあ

りますように、従来、国・県負担でありました医

療費を、市町村において、新たに４分の１を負担

することになることから、これに要する扶助費

６００万円を予算計上しているところであります。 

 次に、予算調書の１３３ページです。 

 重 度 心 身 障 害 者 医 療 費 助 成 事 業 費 ２ 億

６，９３０万９，０００円は、身体障害者手帳

１・２級所持者など、重度の心身障害者の医療費

助成及び医療費助成申請書回収業務委託に係る経

費で、行政事務嘱託員の報酬、補助事業扶助費が

主なものでございます。 

 同じく１３３ページ、下の段、特別障害者手当

等給付事業費５，１０９万３，０００円は、特別

障害者手当等の給付に係る経費で、福祉手当嘱託

医２人の報酬、及び特別障害者手当等に要する経

費でございます。 

 次のページ、１３４ページです。 

 地 域 生 活 支 援 事 業 費 １ 億 ７ ， ０ ７ ３ 万

５，０００円は、市町村事業として実施する地域

生活支援事業に係る経費で、主なものは、手話通

訳業務嘱託員の報酬、地域活動支援センター事業、

及び拡充事業であります相談支援事業業務委託等

の委託料、ふれあい障害者福祉大会運営補助金、

日常生活用具等給付費等補助事業扶助費が主なも

のでございます。 

 ここで、また市民福祉委員会資料の２３ページ

をお開きください。 

 先ほど部長が御説明したとおり、相談支援体制

の強化・拡充を図るため、昨年度比８３８万

４，０００円を増額計上したところでございます。 

 ここでは、虐待防止法の概要、基幹相談支援セ

ンター及び虐待防止センターの具体的な業務内容

について示しております。 

 平成１２年に児童虐待防止法、平成１８年に高

齢者虐待防止法、そして、昨年１０月に施行され

ました障害者虐待防止法でございますが、虐待を

受けたと思われる障害者を発見した人には、通報

義務が課せられたところでございます。 

 昨年の１０月１日に、障害・社会福祉課内に虐

待防止センターを開設以降、本日まで寄せられた

相談件数は１２件でございまして、うち本人申し

出が５件でございます。その中で、虐待事例であ

ると判断したものは３件、虐待の可能性があって、

現在調査中あるいは様子観察中が６件、一時保護

した事例もございます。 

 寄せられた相談には、その後も継続した支援を

行う必要があることから、今回、虐待防止セン

ター機能を付加して、基幹相談支援センターとし

て業務委託することによりまして、これまで以上

に障害者支援の充実が図れるとともに、職員の負

担軽減も図れるものと考えております。 

 また、これによりまして、平成２５年度から廃

止いたします障害者相談員制度に要しておりまし

た経費５３万円を削減いたしております。 

 次に、予算調書１３４ページ、下の段、障害児
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○委員長（江口是彦）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

通所支援事業費１億４，０８７万円は、就学前の

児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業

並びに利用料助成に係る経費で、子ども発達支援

センター「つくし園」の指定管理料及び放課後等

デイサービス事業に係る補助事業扶助費が主なも

のでございます。 

 御質疑願います。 

○委員（井上勝博）２１ページの今まで更生医

療がやられていたけれども、これから育成医療が

権限移譲されるということで、市の仕事になると

いうことをおっしゃっているのですか。要するに、

これについて医療費助成について何か対象者にと

って、何か変化が起こるとか、そういうのはどう

なんですか。 

 次のページ、１３５ページです。 

 小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業費

１０万円は、小児慢性特定疾患児に対する日常生

活用具等の給付に係る経費でございます。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）これは

業務として市の業務になりますということで、利

用される御本人には何も変更はございません。 

 同じく１３５ページ、下の段、３款１項３目地

方改善対策費の隣保館管理運営費５，００５万

９，０００円は、隣保館の管理運営に係る経費で、

隣保館長等嘱託員７人の報酬、職員１人の給与費、

入来会館大規模改修工事費、人権啓発等連絡協議

会運営補助金が主なものでございます。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

○委員（新原春二）先ほど説明された基幹相談

支援センター、ここは今まで３園に委託をして相

談業務をちょっとグレードアップをして、同じ

３園に委託をしていくという事業で確認してよろ

しいですね。 

 次のページ、１３６ページです。 

 ３ 款 ５ 項 １ 目 災 害 救 助 費 １ ， ３ ５ ０ 万

４，０００円は、局地災害救助及び災害救助法適

用による自然災害等り災者への援助事務等に係る

経費で、災害弔慰金等扶助費が主なものでござい

ます。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）同じ

３事業所にお願いいたしますけれども、基幹型と

いうことで、主になるところ、現在のところ、可

愛会に置かせていただいてというふうに考えてお

ります。内容をまた充実させていただきます。 

 続きまして、一般会計の歳入について、主なも

のを御説明いたします。 

 予算調書の２８ページをお開きください。 

○委員（新原春二）その中で、一般質問にした

んですけど、成年後見制度の分もここに文字的に

入っているんですが、ここについては成年後見を

委託をされた分について、ここで支援をしていく

ということでも理解してよろしいんですか。 

 １ ５ 款 １ 項 １ 目 民 生 費 負 担 金 １ １ 億

２，２３９万８，０００円は、障害者自立支援給

付費等負担金、医療費負担金等です。 

 次 に 、 １ ５ 款 ２ 項 ２ 目 民 生 費 補 助 金

２，９４９万２，０００円は、地域生活支援事業

に係る補助金等です。 ○障害・社会福祉課長（徳留真理子）これは、

この御相談を寄せられた事例に対して、成年後見

制度を利用されたほうがよろしい事例がございま

したら、それに引き継いでまいりますということ

でございます。 

 次に、１６款１項１目民生費負担金５億

４，１５８万６，０００円は、障害者自立支援給

付費等負担金、医療費負担金等です。 

 次のページ、１６款２項２目民生費補助金１億

７，７５２万３，０００円は、重度心身障害者医

療費助成事業費補助金、隣保館運営等事業費補助

金等となっています。 

○市民福祉部長（中川 清）申し立ては、簡単

に言うと、親族であったり、いらっしゃらない場

合は市町村長申し立てということになりますので、

ここで言う成年後見制度の利用支援事業というの

は、その状況を見て、例えば親族の方になり、後

見を申請されたらどうですかというようなアドバ

イスであったり、いらっしゃらない場合は、市の

ほうで、市町村申し立てをするというようなこと

になります。 

 次に、１９款１項３目り災救助基金繰入金

１，０８２万７，０００円は、災害救助費として、

災害り災者援護措置要綱に基づく救助を行うため、

必要経費分を取り崩し、繰り入れるものでござい

ます。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜り

ますようお願いいたします。  この間から本会議で新原委員のほうから御質問
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○障害・社会福祉課長（徳留真理子）先ほど

申し上げましたけれども、特別障害者の方につき

ましても、二十歳以上の方につきましては、死亡

された方、それから施設に入所されている方、そ

れから長期入院の方が２５名、合計、この１年で

いらっしゃいます。 

いただいた分は、結局そこの市町村申し立ての事

務を一元的にできるようなセンター的なものをつ

くりたいと。それはここではなくて、まだ了解は

いただいてませんけど、できましたら社会福祉協

議会のほうにしていただければ、社会福祉協議会

のほうで金銭管理をされているケースが、大体

１００人ぐらいいらっしゃいますので、そこの

方々が将来的には、やはりこちらのほうに移行す

る方が結構いらっしゃるんじゃないかなと思いま

す。 

○委員（井上勝博）わかりました。重度心身の、

全然違う制度ではありますけれども、障害の重い

方々については、こういうことを知っていらっし

ゃらない方も結構まだいらっしゃるみたいで、重

度心身障害者については手帳が１級か２級で、医

療費が戻ってくるということで、試しに受けてみ

たらというふうにやったら１級になって、医療費

助成が受けられるということで大変喜ばれたりす

るケースもあったり、だから、そういったのが、

まだまだ周知され切れてないのかなと。確かにパ

ンフレットをつくられたりして、読めばわかるよ

うにはなってはいると思うんですけれども、もっ

とそういった方々に対して促進するというか、受

けていただいて、少しでも安心していただくとい

うふうに、これからも心がけていただきたいなと

思います。 

 法人申し立てから、そこの市民後見人のマッチ

ングの作業というのは、イメージ的には社協のほ

うが一番いいんじゃないかなというふうには考え

ております。まだ了解は得たわけではありません

ので、今後、協議してまいります。 

○委員長（江口是彦）御質疑ありませんか。 

○委員（井上勝博）重度心身障害者医療費助成

と特別障害者手当等給付費などは、助成を受けた

り給付を受けたりしている方々は、年々どうなん

ですかね、ふえているのか横ばいなのか。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）重度心

身障害者の医療費助成を受けられる方は年々増加

をしておられます。それは障害者がふえてきてい

るということでございますし、障害者は、これを

利用するために障害者手帳をとられる方も、高齢

の方はふえてきております。 

 特別障害者手当も同じで、この制度が在宅で重

度の方々については、手当が２万４千幾らですよ

ね。だから、これも本当に年金を受けていらっし

ゃる方からすると大変な額で、こういった支援を

受けられるということが知られていないのは本当

にもったないことでもあります。 

 反対に、障害者手当をもらわれる方は、現在、

残念ながら亡くなられたり、入院をされたりして、

年々、今減っている状況でございます。  市の負担は少しはふえるかもしれませんけれど

も、やっぱりそういう福祉の心をもっと広げてい

ければなというふうに思います。 

○委員（井上勝博）数字的なところも教えてい

ただければ。あと、特別障害者手当の給付につい

ても教えていただけますか。 ○障害・社会福祉課長（徳留真理子）その御

意見毎回いただいているんですけれども、窓口に

他の申請に来られた際とか、いろんな病院等の待

合室とか、いろんなところで周知に、私ども努め

ているところでございます。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）現在の

人数を申し上げてよろしいでしょうか。去年と比

較ですね。お待ちください。 

 ４月１日現在の人数と現在の受給していらっし

ゃる方の人数を申し上げます。  ちなみに特別障害者手当、月額、今２万

６，２６０円なんですけれども、おっしゃるとお

り、大きな金額でございますので、いろんな周知

には努めているところでございます。今後とも努

力をしてまいりたいというふうに考えております。 

 まず、障害児福祉手当、二十歳未満の方が受け

られる手当なんですけれども、６４名いらっしゃ

ったんですけれども、現在５９名でございます。 

 次に、特別障害者手当、二十歳以上の方が受け

ておられたのですが、１１２名いらっしゃったん

ですけれども、９８名に減ってきております。 

○市民福祉部長（中川 清）例えば、委員会資

料の２３ページの相談センターとかがあるわけで

すので、ここで直接的な御相談、その状況の把握

というのができますから、もう一つ、高齢者につ

○委員（井上勝博）減っている原因というのは

何ですかね。 
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○市民福祉部長（中川 清）平成２５年度の予

算に際しまして、補助金をカットしているところ

が３カ所ございます。社会福祉協議会につきまし

ては、運営補助金だけ見ますと、ほかの補助がふ

えたところなんですけど、社協は１，５００万円

減額をしました。それから、衛生自治団体連合会、

ここは３０万円の補助金のカット、１７０万円か

ら１４０万円ですね。それから、もう一つがシル

バー人材センター、ここが１３０万円のカットを

いたしております。 

いては地域包括支援センター、ここが担任をいた

します。その窓口に在宅介護支援センター１７カ

所、今回、甑島４カ所、包括のサブにしますから、

４カ所はなくなりますが、ここが直接高齢者の皆

さん方と、あるいは障害者について、先ほどの支

援センター等が対応するようになっていますので、

ここにもこういった事業の概要については説明し

ておりますので、引き続きそういったような制度

の拡充の説明であったり、こういった補助制度が

ある、あるいは支援制度があるというものについ

ては、このような支援センターでありましたり、

在宅介護支援センター等を通じても紹介していき

たいと。 

 今回の財政運営プログラムに基づいて、一部補

助金のほうの見直しもしましたが、本格的には

２５年度中に残りました補助金については、全部

部内で検証したいというふうに考えております。  逆に、そういったところから声を拾ってこない

と、なかなか高齢者であったり、障害者の方々が

役所に持ってくるというのは厳しい状況があると

いうのは承知しておりますので、引き続きそうい

った窓口のほうに周知徹底をしていきたいという

ふうに考えております。 

 この三つにつきましては、それぞれ独自の財源

があるところ、それから、私どもで調べまして、

ほかの市等の補助金の状況を見ながらカットをし

たということでございます。 

 ちょっと説明が前の部分を含めて、漏れており

ましたので、御報告をさせていただきます。  以上です。 

○委員長（江口是彦）ほかに御質疑ありません

か。 

○委員長（江口是彦）これより障害・社会福祉

課の所管事務について、質疑に入ります。 

○委員（新原春二）済みません。１点だけ確認

させてください。 

 御質疑願います。 

○委員（永山伸一）部長でいいんですけど、こ

こだけじゃないんですけど、地域主権改革一括法

で、県から市へいろんな業務が移譲されるという

ことで説明もあったんですが、特に障害・社会福

祉課は、社会福祉法人の指導、監査とか、育成医

療とか、業務が大分ふえてくるんじゃないかなと。

ほかのところとはまた違って、市民健康課のほう

も、もうちょっとふえるのかなと思うんですけど、

特にここはふえると思うんですけど、そこら辺の

組織の、今、２グループで一生懸命頑張ってもら

っているんだけれども、組織の再編なり、あるい

は職員の配置の問題なり、そこら辺はどのように

考えていらっしゃるんですか。 

 １３１ページの一番最初に説明された社会福祉

管理運営費のところの社会福祉事務嘱託員という

のは、社協の職員の方を指しているんですかね。

確認なんですけど。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）社会福

祉事務嘱託員は、民生委員のことでございます。 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第５９号一般会計予算に係る審査

を一時中止いたします。 

────────────── 

   △所管事務調査 

○委員長（江口是彦）次に、所管事務調査に入

ります。 ○市民福祉部長（中川 清）社会福祉法人の許

認可関係は、昨年のうちから一応わかっておりま

したので、当初、市民課のほうに１名、準備期間

として配置をしました、平成２４年４月は。ただ、

内容的なものについては、いろいろ議論したんで

すが、直接障害・社会福祉課、これは福祉事務所

の筆頭課になりますので、社会福祉グループは。

ですから、そこに置いたほうがいいということで、

市民課から、一時は市民課籍のまま障害者がふえ

 当局の報告はありますか。 

○障害・社会福祉課長（徳留真理子）資料は

ございませんけれども、最初に御説明しました社

会福祉総務費の社会福祉管理運営費の中で補助金

を申し上げましたけれども、社会福祉協議会運営

補助金を今回減額をさせていただいたところでご

ざいます。 

 以上、報告でございます。 
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る、その後は異動をかけて、今１名の増員はいた

しておりますが、内容的には、県の内容の引き継

ぎでありましたり、そのほかの業務の量も、結構、

障害・社会福祉課はふえてきましたので、あと

１名の職員の増を総務課のほうにお願いをしてお

ります。 

 市民健康課のほうは、職員ではなくて、嘱託な

り臨時ということでもお願いしたんですが、ここ

ははっきり申し上げて、認められませんでした、

増員はですね。 

 ちょっと協議会に切りかえてもらっていいです

かね。 

○委員長（江口是彦）協議会に切りかえます。 

～～～～～～～～～ 

午後２時４１分休憩 

～～～～～～～～～ 

午後２時４３分開議 

～～～～～～～～～ 

○委員長（江口是彦）本会議に戻します。 

○委員（永山伸一）見てみれば、権限移譲に伴

って、負担までふえた業務もあったりしますんで、

人員、業務量にあう適切な人員の確保というのも、

それは部長においてしっかりとなされるように、

意見として申し上げますので、よろしくお願いし

ます。 

○委員長（江口是彦）ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、障害・社会福祉課の審査を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 

   △延  会 

○委員長（江口是彦）本日の市民福祉委員会は、

以上をもって延会したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（江口是彦）御異議ないと認めます。 

 よって、本日の委員会は、以上をもって延会い

たします。 

 次の委員会は、あす午前１０時から第３委員会

室で開会します。 

 本日は大変御苦労さまでした。 
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